
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
に
つ
い
て

佐

藤

長

【
要
約
】
　
中
正
元
年
に
青
海
で
起
っ
た
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
従
来
充
分
な
研
究
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
清
朝
史
の
概
説
書
な

ど
で
も
、
辺
境
に
起
っ
た
小
反
乱
と
し
て
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
反
乱
の
討
伐
に
よ
っ
て
清
朝
は
初
め
て
こ
の
地
方
に
旗
制
を
布
き
、

そ
の
領
域
に
繰
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
本
稿
は
そ
の
乱
の
原
因
、
経
過
並
に
結
果
を
検
討
し
、
グ
シ
ハ
ン
の
青
海
征
服
以
来
の
ホ
シ
ョ
ト
族
の
活
動

が
、
こ
こ
で
完
全
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
籏
五
五
巻
第
二
号
　
一
九
七
二
年
＝
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧
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康
煕
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）
に
チ
ベ
ヅ
ト
の
首
府
ラ
サ
で
一
大
異
変
が
起
っ
た
。
即
ち
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
王
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
8
。
。
o
≦
窪
σ
q

霞
㊤
げ
O
ρ
影
く
円
ω
げ
①
α
げ
9
冨
σ
げ
算
紫
野
は
、
部
下
の
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
日
。
。
Φ
遵
副
σ
q
α
○
邑
q
げ
く
8
ω
冨
同
写
匹
8
σ
q
ヨ
ぴ
に
六
千
の
兵
を
授

け
、
ラ
サ
を
急
襲
さ
せ
、
チ
ベ
ッ
ト
王
ラ
ザ
ン
ハ
ン
い
巴
＆
ρ
コ
σ
q
ρ
漸
く
い
一
理
σ
N
宮
門
げ
き
を
殺
し
、
ラ
ザ
ン
の
立
て
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
イ
シ

ー
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
く
①
縮
ω
韻
饗
露
浮
び
。
を
幽
閉
し
た
。
こ
の
事
件
は
西
北
辺
境
の
諸
民
族
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
清
朝
が
チ
ベ
ッ
ト
政
局

に
干
渉
す
る
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
導
爆
帝
は
直
に
、
第
十
四
皇
子
胤
題
を
撫
遠
大
将
軍
と
し
て
兵
を
チ
ベ
ッ
ト
に
向
わ
せ
、
康
熈

五
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
に
は
、
清
軍
は
ラ
サ
に
入
っ
て
治
安
を
回
復
し
た
。
事
の
次
第
は
ペ
テ
ッ
ク
氏
U
q
g
p
8
℃
簿
。
。
げ
の
名
著
O
目
に

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
そ
れ
を
繰
返
す
必
要
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
善
後
処
置
は
、
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
間
も
な
く
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
に
は
、
清
箪
入
蔵
に

協
日
華
b
た
青
海
ホ
シ
ョ
ト
ρ
o
。
。
ダ
づ
α
の
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
ピ
。
げ
伽
N
ρ
雛
σ
q
価
ρ
鼠
ヨ
〈
ゆ
δ
げ
N
9
ン
ぴ
馨
ρ
昌
ザ
α
訟
旨
が
反
乱
を
起
し
、
青
海
地1 （707）



方
を
混
乱
に
陥
れ
、
康
煕
よ
り
雍
正
へ
の
政
局
の
交
替
期
に
あ
っ
た
清
朝
を
驚
か
し
た
。
乱
そ
の
も
の
は
翌
年
に
平
ぎ
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン

は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
逃
れ
て
、
事
態
は
一
応
平
静
に
戻
っ
た
が
、
こ
の
際
、
清
朝
の
青
海
に
対
し
て
と
っ
た
処
置
は
抜
本
的
な
も
の
で
、
青
海
ホ

シ
ョ
ト
は
こ
の
後
、
政
治
的
に
は
内
蒙
古
同
様
の
旗
振
の
も
と
に
蓄
え
ら
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
も
、
辺
境
異
民
族
へ
も
何
等
影
響
を
与
え
な
い
無

力
な
存
在
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
そ
の
も
の
は
、
規
模
の
小
さ
い
、
史
上
に
よ
く
現
わ
れ
る
辺
境
異
民
族
の
反
乱

の
一
つ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
存
在
の
意
味
を
完
全
に
変

え
ら
れ
た
点
に
、
我
々
は
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
こ
の
乱
を
取
上
げ
る
の
も
、
単
に
事
の
経
過
を
探
求
す
る
の

み
で
な
く
、
曾
て
は
辺
境
の
一
大
雄
族
で
あ
っ
た
ホ
シ
ョ
ト
部
が
、
清
帝
国
の
体
制
に
繰
込
ま
れ
、
そ
の
存
在
を
変
質
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
を
明
か
に
し
た
い
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。
な
お
文
中
、
人
名
、
地
名
に
つ
い
て
確
定
し
得
な
い
も
の
が
若
干
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

博
雅
の
士
の
示
教
を
請
い
た
い
と
思
う
。

2　（708）

一

　
さ
て
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
家
系
か
ち
説
漏
し
て
ゆ
こ
う
。
彼
の
父
ダ
シ
バ
ー
ト
ル
∪
9
鰹
び
㊤
㏄
霧
窪
は
グ
シ
ハ
ン
○
目
警
ρ
p
詳
○
葺
鴫
旨

淘
げ
窪
の
末
子
に
当
り
、
康
煕
帝
が
、
康
煕
三
十
六
年
十
一
月
に
青
海
諸
タ
イ
ジ
を
招
い
た
と
き
に
は
、
　
一
族
の
最
長
老
と
し
て
自
ら
北
京
に

入
期
し
た
（
聖
祖
実
録
巻
【
八
六
、
七
丁
裏
）
。
愚
時
グ
シ
ハ
ン
の
十
人
の
子
の
う
ち
生
存
し
て
い
た
の
は
彼
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
帝
は
非
常
に

彼
を
優
待
し
、
三
十
七
年
正
月
に
は
事
典
親
王
の
爵
位
を
与
え
た
の
で
あ
る
（
前
掲
書
巻
一
八
七
、
二
丁
表
）
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
康
煕
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
年
（
＝
ハ
九
二
）
に
生
れ
、
康
熈
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）
に
父
の
位
を
嗣
い
で
親
王
と
な
っ
た
。
妾
時
親
王
の
位
を
持
つ
も
の
は
、
青
海
で
は

彼
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
タ
イ
ジ
の
う
ち
で
は
彼
の
系
統
が
最
も
高
い
家
格
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
、

大
将
軍
胤
趣
に
付
し
て
ラ
サ
に
入
っ
た
と
き
の
扱
い
に
も
表
れ
て
い
る
。
途
中
で
胤
纒
に
代
っ
て
書
誤
軍
を
指
揮
し
た
の
は
ヤ
ン
シ
ン
く
碧
。
・
ヨ

（
通
信
）
で
あ
る
が
、
彼
は
入
蔵
す
る
と
直
に
チ
ベ
ッ
ト
仮
政
府
を
設
置
し
た
（
一
七
二
〇
）
。
こ
の
仮
政
府
は
ハ
ル
ハ
の
王
侯
二
人
、
青
海
ホ



ロブザソダソジンの反乱について（佐藤）

シ
ョ
ト
の
王
侯
二
人
、
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
の
二
人
計
六
人
で
構
成
さ
れ
た
が
（
窯
。
審
ω
も
』
。
。
噴
）
、
そ
の
う
ち
青
海
ホ
シ
ョ
ト
出
身
の
一
人
は
、
正

に
彼
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
。
即
ち
彼
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
代
表
的
人
物
と
中
国
側
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
尤
も
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ホ
シ
ョ
ト
部
は
グ
シ
ハ
ン
の
死
後
、
決
し
て
そ
の
統
一
を
保
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
史
上
に
散
見
す

る
「
ホ
シ
ョ
ト
八
タ
イ
ジ
」
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
青
海
に
あ
っ
た
グ
シ
ハ
ン
の
八
人
の
子
は
、
父
の
遺
産
た
る
広
大
な
牧
地
を
分
取
し
、

い
わ
ば
割
拠
の
態
勢
を
な
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
圏
を
持
っ
て
い
た
。
勿
論
ホ
シ
ョ
ト
部
長
と
し
て
の
、
グ
シ
ハ
ン
の
長
子
、
第
二
代
の
オ
チ

ル
ハ
ン
・
ダ
ヤ
ン
O
o
貯
ρ
窪
U
㊤
団
ρ
ロ
、
ま
た
は
そ
の
子
の
第
三
代
の
ダ
ラ
イ
ハ
ン
・
グ
ン
チ
ェ
ク
∪
鉱
鉱
ρ
磐
○
齢
営
鶴
犀
は
確
に
存
在
し

た
。
し
か
し
ペ
テ
ッ
ク
氏
の
い
う
ご
と
く
、
前
港
は
「
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
で
チ
ベ
ッ
ト
の
政
治
的
支
配
は
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
そ
の

執
権
の
手
に
完
全
に
移
り
、
ホ
シ
ョ
ト
部
長
の
権
利
は
単
な
る
形
式
的
確
認
に
ま
で
縮
小
す
る
」
よ
う
な
首
長
で
あ
り
、
後
者
は
「
影
の
薄
い

人
物
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
執
権
の
ひ
ね
く
れ
た
政
略
の
中
で
は
、
全
く
役
割
を
持
た
な
か
っ
た
入
間
」
で
あ
る
な
ら
ば
（
客
9
。
μ
竈
・
b
。
①
8
b
。
①
。
。
）
、

青
海
ホ
シ
ョ
ト
を
統
率
す
る
力
が
彼
等
に
あ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
確
に
二
人
は
ラ
サ
で
チ
ベ
ッ
ト
王
の
位
に
は
即
い
た
が
（
客
。
ε
。
。
層
℃
・
b
。
①
刈
）
、

膏
海
を
強
く
支
配
す
る
力
は
も
は
や
彼
等
の
手
の
う
ち
に
は
な
か
っ
た
。
青
海
が
こ
の
頃
不
統
一
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
二
三
の
例
か

ら
も
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
は
、
第
四
代
の
ラ
ザ
ン
ハ
ン
が
未
だ
即
位
せ
ず
、
父
の
ダ
ラ
イ
ハ
ン
が
在
世
し
て
い
た
頃
で
、
ダ
シ
バ
ー
ト
ル
の
入
朝
の
行
わ
れ
る
薩

前
で
あ
る
。
康
煕
三
十
六
年
（
一
六
九
七
）
に
、
康
煕
帝
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
工
作
の
一
環
と
し
て
青
海
タ
イ
ジ
を
招
撫
す
る
た
め
、
本
藍
イ
エ
ム
チ

い
。
唖
2
（
〈
聾
。
σ
q
円
8
）
Φ
ヨ
9
（
羅
塁
額
木
斉
）
、
ア
ル
ダ
ル
ジ
ャ
イ
サ
ン
　
諺
竃
錠
宣
旨
・
。
霞
σ
Q
（
阿
勒
達
爾
宰
桑
）
等
を
遣
し
た
が
、
そ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

き
ボ
シ
ョ
ク
ト
ジ
ノ
ン
切
。
礁
○
咽
ε
甘
δ
⇔
σ
q
（
博
置
月
図
富
農
）
は
ガ
ル
ダ
ン
O
銑
α
㊤
昌
く
∪
σ
q
騨
。
7
匡
窪
と
縁
組
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
彼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

降
服
を
薦
め
る
工
作
を
引
受
け
た
（
要
略
巻
一
〇
、
一
〇
丁
裏
）
。
ま
た
、
コ
ン
ボ
○
α
旨
9
〈
竃
σ
q
O
瓢
℃
o
（
褒
布
）
も
こ
の
と
き
内
附
す
る
こ
と
を

願
っ
た
が
、
実
は
彼
は
既
に
清
朝
の
ガ
ル
ダ
ン
征
討
の
際
、
清
朝
が
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
に
送
っ
た
使
者
の
道
案
内
を
し
、
こ
れ
に
糧
秣
駝
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馬
を
提
供
し
て
そ
の
行
を
助
け
て
い
た
の
で
あ
る
（
要
略
巻
一
〇
、
一
一
丁
表
）
。
一
方
同
年
に
ダ
ラ
イ
ハ
ン
は
、
当
時
寧
夏
の
安
定
墨
に
来
駐
し

て
い
た
康
煕
帝
の
も
と
に
、
対
ガ
ル
ダ
ン
戦
の
勝
利
を
祝
う
使
者
を
出
し
て
い
た
（
醗
祖
実
録
巻
一
八
一
、
一
六
丁
表
）
。

　
引
続
き
帝
は
招
撫
工
作
の
た
め
、
額
翻
の
ア
ラ
ブ
ダ
ン
≧
善
α
窪
く
図
節
び
げ
ぽ
弩
　
（
阿
嘲
卜
坦
）
、
ラ
マ
の
チ
ャ
グ
ナ
ド
ル
ジ
ェ
℃
び
団
ρ
σ
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

欝
a
o
ご
。
（
商
南
多
幸
済
）
を
派
遣
し
、
彼
等
は
青
海
東
上
辺
の
チ
ャ
ガ
ン
ト
ロ
ガ
イ
O
我
嘗
8
ざ
函
巴
に
至
っ
て
諸
タ
イ
ジ
を
招
集
し
た
。

ゴ
ン
ボ
は
こ
の
と
き
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
塔
を
建
設
す
る
の
に
忙
し
か
っ
た
た
め
、
集
会
に
は
長
子
の
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
　
国
巳
Φ
巴

。
鼻
①
酔
。
蓉
◎
嵩
巴
（
額
爾
徳
尼
額
爾
警
護
撃
高
蕪
）
を
出
席
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
ラ
ザ
ン
が
兵
を
以
て
彼
を
襲
う
噂
が
あ
り
、
彼
は
論
れ
て
途
中

で
引
帰
し
た
。
ゴ
ン
ボ
は
ま
た
次
子
の
ポ
ン
ソ
ク
囹
爲
コ
ω
巳
（
〈
や
財
煽
昌
昌
げ
○
σ
q
ω
を
遣
し
た
が
、
ラ
ザ
ン
は
彼
に
言
っ
た
（
要
略
巻
一
〇
、
一
一
丁

裏
、
朔
漠
巻
四
〇
、
三
四
丁
裏
）
。

　
　
　
「
爾
の
父
は
ひ
そ
か
に
使
を
出
し
て
天
朝
に
内
附
し
ょ
う
と
し
て
い
る
が
、
青
海
を
裏
切
る
つ
も
り
で
は
な
い
の
か
。
も
し
そ
れ
な
ら

　
　
ば
、
我
は
兵
を
起
し
て
爾
の
父
と
戦
お
う
。
」

ま
た
ラ
ザ
ン
は
ゴ
ン
ボ
に
も
雷
つ
た
。

　
　
　
「
爾
は
ひ
と
り
天
朝
に
寵
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
っ
て
い
る
が
、
よ
ろ
し
く
な
い
。
我
は
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
と
と
も
に
内
附
し
よ
う
と
思

　
　
う
。
よ
っ
て
兵
を
8
1
揚
げ
よ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
事
件
は
結
局
、
チ
ャ
ン
ジ
ャ
ホ
ト
ク
ト
い
。
9
ω
閃
饗
ρ
鼻
蔑
貯
の
調
停
で
収
拾
さ
れ
た
と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は
、
康
熈
三
十
六
年
の

頃
に
は
青
海
の
タ
イ
ジ
等
は
各
々
自
由
に
清
朝
に
服
従
乃
至
は
協
力
し
、
ま
た
そ
れ
は
ホ
シ
ョ
ト
部
長
ダ
ラ
イ
ハ
ン
と
は
連
絡
は
な
く
、
時
に

は
そ
れ
と
対
抗
し
て
も
自
己
を
主
張
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
時
代
、
第
七
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ω
一
く
巴
σ
N
巴
目
σ
q
ぢ
藁
縄
げ
。
が
り
タ
ン
ほ
夢
ρ
昏
に
転
生

し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
康
煕
帝
の
命
に
よ
り
、
不
行
跡
な
第
六
代
ダ
ラ
イ
、
ツ
ァ
ン
ヤ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
8
ω
冨
富
ロ
σ
《
巴
ω
茜
聖
旨
富
げ
。

は
、
　
ラ
ザ
ン
ハ
ン
に
よ
っ
て
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）
に
北
京
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
ダ
ラ
イ
は
青
海
の
南
辺
ク
ン
ガ
ー
ノ
ー
ル
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ロブザンダンジソの反乱について（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
⑦

囚
下
口
畠
σ
Q
書
昌
ρ
姻
霞
ま
で
至
っ
た
が
、
病
の
た
め
こ
の
年
の
十
月
に
死
ん
だ
（
O
β
や
H
Q
。
）
。
ラ
ザ
ン
は
既
に
こ
の
ダ
ラ
イ
を
偽
ダ
ラ
イ
で
あ

る
と
し
て
認
め
ず
、
康
煕
四
十
六
年
（
一
七
〇
七
）
に
イ
シ
乙
舳
ャ
ム
ツ
ォ
磯
。
鴫
Φ
ω
同
α
q
饗
導
富
μ
o
を
第
六
代
と
称
し
て
ダ
ラ
イ
の
位
に
即
け

た
。
勿
論
一
般
の
チ
ベ
ッ
ト
人
や
ラ
マ
等
は
、
こ
の
ラ
マ
を
真
の
ダ
ラ
イ
と
は
見
な
さ
ず
、
先
に
残
し
た
ツ
ァ
ン
ヤ
ン
を
や
は
り
第
六
代
と
見

な
し
て
い
た
。
従
っ
て
カ
ム
の
リ
タ
ン
で
、
ツ
ァ
ン
ヤ
ン
の
転
生
者
と
考
え
ら
れ
る
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
出
現
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
が

真
の
第
七
代
ダ
ラ
イ
で
あ
る
と
す
る
空
気
は
急
速
に
チ
ベ
ッ
ト
、
青
海
に
広
ま
っ
た
。
当
然
ラ
ザ
ン
は
カ
ル
サ
ン
を
捕
え
よ
う
と
し
た
が
、
こ

こ
で
青
海
ホ
シ
ョ
ト
が
ラ
ザ
ン
に
反
擾
し
た
。
青
海
ホ
シ
ョ
ト
は
カ
ル
サ
ン
を
真
の
ダ
ラ
イ
と
信
じ
て
、
こ
れ
を
保
護
す
る
決
心
を
固
め
た
か

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
康
煕
五
十
四
年
（
一
七
一
五
）
に
、
青
海
右
翼
の
有
力
者
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
O
薬
嚢
α
ρ
昌
昌
は
、
　
「
ラ
ザ
ン
の
立
て
た
イ
シ
ー
ギ
ャ
ム
ツ

ォ
は
偽
ダ
ラ
イ
で
あ
り
、
リ
タ
ン
に
生
れ
た
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
真
の
ダ
ラ
イ
で
あ
る
。
」
と
天
子
に
奏
上
し
た
。
帝
は
内
閣
学
士
の
拉

婦
選
（
赤
馬
渾
）
を
遣
し
て
事
情
を
調
べ
さ
せ
、
つ
い
で
侍
衛
の
ア
チ
ト
ゥ
》
。
津
慮
（
阿
三
図
）
を
や
っ
て
青
海
両
翼
の
諸
タ
イ
ジ
を
集
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
タ
ン
の
カ
ル
サ
ン
を
紅
山
寺
に
移
し
て
争
端
を
緩
め
よ
う
と
し
た
（
聖
祖
実
録
巻
二
六
三
、
四
丁
裏
）
。
こ
の
と
き
に
も
諸
説
イ
ジ
の
意
見
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
に
分
裂
し
た
。
セ
ブ
テ
ン
ジ
ャ
ル
ω
o
げ
審
ど
巴
く
日
。
・
げ
①
σ
暴
塁
唖
σ
q
k
巴
（
色
砕
身
札
勒
）
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
湯
崇
き
⊆
勲
⇔
o
臼
9
〈
図
斜
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

げ
詳
ρ
昌
ら
σ
o
富
も
。
（
阿
嘲
布
坦
々
木
曾
）
、
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
勺
⇔
昌
ω
惇
罵
≦
ρ
ゆ
σ
q
噺
巴
く
℃
け
葺
甲
富
げ
。
σ
Q
。
。
傷
げ
ρ
ゆ
H
σ
q
図
9
一
（
朋
馬
克
旺
札
勒
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ダ
ヤ
ン
U
曙
窪
（
達
顔
）
、
ス
ル
ジ
ャ
ω
卜
す
（
索
爾
乳
）
は
皆
、
遷
す
こ
と
に
賛
成
し
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
反
対
で
、
β

ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
と
盟
約
し
て
、
兵
を
以
て
己
れ
に
従
わ
ざ
る
も
の
を
討
と
う
と
し
た
（
要
略
巻
一
〇
、
三
二
丁
表
）
。
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
チ

ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
こ
の
と
き
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
煽
動
を
受
け
て
兵
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
チ
ャ
ガ
ン
は
「
惑
志
」
が
あ
っ
た

が
、
間
も
な
く
罪
を
悔
い
て
止
め
た
と
い
う
（
要
略
巻
二
、
三
丁
表
）
。
清
朝
で
は
チ
ャ
ガ
ン
の
牧
地
が
四
川
松
播
の
諸
路
に
近
い
の
で
、
嘉
し

て
そ
の
地
の
兵
を
待
機
さ
せ
た
。
と
同
時
に
青
海
タ
イ
ジ
と
の
妥
協
策
と
し
て
、
新
ダ
ラ
イ
を
ク
ン
ブ
ム
ω
冨
ザ
9
き
に
移
す
こ
と
を
決
定

し
た
。
そ
こ
で
チ
ャ
ガ
ン
は
畏
れ
、
康
熈
五
十
五
年
三
月
に
カ
ル
サ
ン
を
リ
タ
ン
か
ら
ク
ン
ブ
ム
に
移
し
た
と
い
う
の
が
結
末
で
あ
っ
た
。
そ
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の
善
後
策
と
し
て
ア
チ
ト
ゥ
は
勅
命
を
以
て
諸
タ
イ
ジ
を
集
め
て
会
盟
し
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
ダ
ヤ
ン
に
右
翼
を
、

エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
に
左
翼
を
支
配
さ
せ
て
永
久
和
睦
す
る
こ
と
を
取
決
め
た
　
（
聖
祖
実
録
二
二
六
八
、
五
丁

蓑
、
要
略
巻
一
〇
、
三
一
丁
裏
よ
三
二
丁
表
）
。
そ
の
う
ち
右
翼
に
つ
い
て
詳
し
く
雷
え
ば
、
チ
ャ
ガ
ン
は
松
播
の
近
く
の
河
東
に
牧
し
、
　
ロ
ブ
ザ

ン
は
エ
ム
ネ
ブ
ル
ン
ギ
ル
国
ヨ
帥
5
⑦
一
）
三
塁
σ
q
σ
q
騨
（
布
隆
吉
爾
河
）
の
近
く
の
河
西
に
牧
し
、
黄
河
を
以
て
境
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で

あ
る
（
要
略
巻
＝
、
三
丁
表
）
。
恐
ら
く
チ
ャ
ガ
ン
は
新
ダ
ラ
イ
を
、
自
分
の
牧
地
に
近
い
所
に
置
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ロ
ブ
ザ
ン
も

亦
そ
れ
が
清
朝
の
掌
中
に
入
る
の
に
抵
抗
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ラ
ザ
ン
と
い
う
共
同
の
敵
を
前
に
し
な
が
ら
、
清
軍
の
圧
力
に
よ

っ
て
漸
く
方
向
を
一
に
し
た
の
は
、
な
お
青
海
タ
イ
ジ
の
間
で
、
そ
の
不
統
一
性
が
あ
る
こ
と
を
曝
露
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
潔
ブ
ザ
ン

ダ
ン
ジ
ン
が
反
乱
を
起
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
統
制
の
と
れ
な
い
青
海
の
実
情
が
あ
り
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
故
に
実
力
を
以

て
こ
れ
に
号
令
す
る
可
能
性
が
な
お
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
康
煕
五
十
七
年
（
一
七
一
八
）
十
二
月
に
撫
遠
大
将
軍
胤
纒
は
大
軍
を
率
い
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
奉
じ
て
ラ
サ

に
進
発
し
た
。
五
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
二
月
に
は
軍
は
ラ
サ
に
入
り
、
カ
ル
サ
ン
は
第
七
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
ポ
タ
ラ
宮
に
坐
議
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
作
戦
に
は
大
将
軍
の
呼
掛
に
応
じ
て
、
殆
ど
の
青
海
諸
タ
イ
ジ
が
従
軍
し
て
そ
の
進
撃
を
助
け
た
（
要
略
巻
一
〇
、
三
九
丁

裏
一
四
〇
三
選
）
。
而
し
て
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
二
月
に
は
、
従
軍
し
た
青
海
タ
イ
ジ
の
主
な
も
の
は
清
朝
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
褒
賞
を
受
け
て
い

る
（
方
略
巻
一
一
、
雍
正
元
年
二
月
乙
亥
の
条
、
実
録
巻
四
、
三
二
丁
裏
）
。
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
が
親
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
を
初
め
、
各
々
が
清
朝
の

爵
位
を
与
え
ら
れ
た
が
、
既
に
親
王
で
あ
る
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
俸
銀
二
百
両
、
鍛
五
疋
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
作
戦
の
イ
ニ
シ

ャ
テ
ィ
ヴ
が
清
軍
に
握
ら
れ
て
お
り
、
大
し
た
戦
闘
も
行
わ
れ
な
い
以
上
、
彼
等
の
功
績
は
そ
れ
程
高
い
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
チ
ャ
ガ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
ジ
ン
は
親
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
上
、
～
族
の
ダ
ン
ジ
ン
U
ρ
延
言
く
切
ω
冨
⇔
冠
ω
貯
（
丹
毒
）
が
問
も
な
く
捜
し
た
後
の
そ
の
部
衆
牧
地
を
、
天

子
の
命
で
与
え
ら
れ
て
い
る
（
方
略
巻
一
一
、
雍
正
元
年
六
月
戊
辰
の
条
、
実
録
巻
八
、
一
三
丁
表
、
要
略
巻
一
一
、
二
丁
裏
）
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
ロ
ブ

ザ
ン
に
対
す
る
褒
賞
は
如
何
に
も
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
ア
チ
ト
ゥ
の
提
議
が
あ
っ
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た
と
き
（
五
頁
）
、
チ
ャ
ガ
ン
を
煽
動
し
て
新
ダ
ラ
イ
を
移
す
の
に
反
対
し
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
適
正
元
年
七
月
、
遂
に
ロ
ブ
ザ
ン
は
バ
ル
ト
ロ
ガ
イ
切
鴛
（
。
・
）
8
ざ
曙
巴
（
巴
爾
托
函
嶺
）
に
青
海
の
諸
タ
イ
ジ
と
会
盟
し
、
自
ら
は
ダ
ラ
イ

ホ
ン
タ
イ
ジ
∪
坐
臥
ρ
8
α
q
練
ρ
愚
鴇
と
名
乗
り
全
体
を
統
制
し
、
所
都
の
一
号
を
復
し
、
清
朝
の
与
え
た
王
、
貝
尽
、
貝
子
、
公
等
の
爵
を
称

す
る
こ
と
を
禁
じ
た
（
要
略
巻
一
一
、
三
丁
表
、
方
略
巻
＝
、
元
年
八
月
庚
午
の
条
、
実
録
巻
一
〇
、
二
四
丁
裏
）
。
ま
た
使
君
を
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ツ
ェ

ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
に
送
り
、
期
を
定
め
て
戦
闘
を
開
始
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
（
方
略
巻
＝
、
元
年
九
月
魚
棚
の
条
、
実
録
巻
雲
、
一
八
丁
蓑
）
。

味
方
す
る
も
の
は
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
○
彊
矯
貯
畠
（
〈
Ω
6
ω
σ
Q
奉
σ
q
ω
）
昌
。
日
。
凶
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
、
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
等
で
（
方
略
巻

一
一
、
元
年
七
月
巴
卯
の
条
）
、
愈
々
彼
の
反
乱
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ロブザソダンジンの反乱について（佐藤）

①
彼
の
生
年
に
つ
い
て
は
ペ
テ
ッ
ク
氏
に
よ
る
（
窺
。
9
ω
噛
や
ト
。
。
。
。
。
）
。
ダ
シ
パ
ー

　
ト
ル
の
死
に
よ
り
、
康
煕
帝
が
「
心
願
致
祭
」
し
た
こ
と
は
、
藍
本
実
録
巻
二
六

　
〇
、
九
丁
裏
に
出
て
い
る
し
、
ロ
ブ
ザ
ソ
ダ
ソ
ジ
ソ
が
優
秀
な
人
材
故
に
親
王
位

　
を
嗣
い
だ
こ
と
は
、
聖
祖
実
録
巻
二
七
〇
、
三
〇
場
裏
に
見
え
て
い
る
。

②
ボ
シ
ョ
ク
ト
ジ
ノ
ソ
は
、
グ
シ
バ
ソ
の
第
五
子
イ
ル
ド
ゥ
チ
H
乙
琴
剛
の
子
で

　
あ
る
。
ボ
シ
ョ
ク
ト
の
第
四
子
ゲ
ソ
デ
ル
O
o
コ
留
『
（
根
詰
爾
）
は
ガ
ル
ダ
ン
の

　
女
ブ
ム
二
三
彗
く
国
び
嵩
ヨ
（
留
木
）
と
督
し
て
い
た
　
（
表
面
巻
八
一
…
、
一
丁
表
以

　
　
　
　
　
　
　
O

　
下
）
。

③
グ
シ
ハ
ン
の
第
三
子
ダ
ラ
ソ
タ
イ
U
巴
p
暮
鉱
の
子
で
あ
る
。

④
華
南
多
爾
済
は
難
解
な
語
で
あ
る
が
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
こ
れ
を
チ
ェ
ン
ガ
ド
ル

　
ジ
ェ
　
ω
℃
冤
ρ
嵩
ω
渉
脚
a
o
ユ
¢
と
還
元
し
た
（
0
8
．
や
嵩
）
。
ア
ー
マ
ッ
ド
氏

　
N
ρ
げ
貯
醒
雑
益
昌
φ
げ
旨
脚
α
は
チ
ャ
グ
ナ
ド
ル
ジ
ェ
勺
7
賓
㊤
α
q
コ
ρ
乙
。
ユ
。
と
見
る

　
が
（
ω
月
図
．
や
ら
。
謹
）
、
こ
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
十
三
排
日
に
お
い
て
、
青
海
湖
の
爽
上
辺
に
見
え
る
察
駅
爆
圧
海
で
あ
る
。

⑥
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
こ
の
事
件
の
経
過
を
、
要
略
と
サ
ガ
ス
タ
ー
氏
溶
Q
Q
麟
σ
q
器
け
2

　
が
ス
ブ
ト
エ
リ
へ
o
o
＝
げ
目
創
。
同
浸
①
を
要
約
し
た
も
の
（
筆
者
未
見
）
に
よ
っ
て

　
述
べ
て
い
る
（
客
。
ざ
。
。
・
℃
唱
・
さ
⊃
Φ
Q
。
・
邸
。
ゐ
㊤
）
。

⑦
十
三
排
図
を
見
る
と
、
青
海
湖
の
山
辺
に
公
葛
淳
爾
が
あ
る
。

⑧
チ
ャ
ガ
ソ
ダ
ソ
ジ
ソ
は
ボ
シ
ョ
ク
ト
ジ
ノ
ソ
（
註
②
侵
出
）
の
第
三
子
で
ダ
イ

　
チ
ン
ホ
シ
ョ
チ
U
3
、
団
。
ぎ
α
q
ρ
o
ω
婆
琴
即
（
戴
青
和
一
斉
）
の
称
号
で
知
ら
れ
、
右

　
翼
の
中
心
人
物
の
　
人
。
前
頭
旗
の
祖
と
な
っ
た
。

⑨
紅
山
寺
の
所
在
は
明
か
で
な
い
。
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
シ
ュ
ラ
ム
言
い
プ
β
旨

　
の
。
ゴ
量
旨
の
著
欝
8
プ
。
竃
9
μ
σ
q
聞
O
虜
O
｛
夢
。
旨
旨
ω
㌣
目
σ
o
言
昌
切
O
巳
。
び
H
戸

　
℃
げ
鵠
巴
9
｝
浮
剛
p
払
り
巽
．
唱
℃
．
曽
－
卜
。
。
。
に
出
る
、
嬰
曇
寺
の
南
六
十
里
の
鵠
ロ
コ
σ
q
－
ω
げ
騨
口

　
ω
。
・
鎧
を
以
て
こ
れ
に
当
て
て
い
る
。
し
か
し
シ
ュ
ラ
ム
氏
の
拠
っ
た
新
志
巻
一
五
、

　
六
丁
裏
に
出
て
く
る
こ
の
寺
院
は
「
蛇
毒
寺
」
で
あ
っ
て
、
紅
山
寺
で
は
な
い
。

　
恐
ら
く
音
が
…
致
す
る
た
め
に
べ
テ
ッ
ク
氏
は
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
薪
志
の
中

　
に
紅
山
寺
に
当
る
寺
院
を
探
す
こ
と
は
闘
難
で
あ
る
が
、
苅
書
巻
五
、
一
穴
丁
表

　
に
紅
山
な
る
山
名
が
あ
り
、

　
　
　
在
衛
治
大
通
城
東
、
其
下
皆
牧
地
、
今
勧
民
墾
種
、
已
成
田
桑
。

　
と
税
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
或
は
こ
の
山
の
側
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑩
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
ー
ト
ル
ホ
ン
タ
イ
ジ
切
目
薄
霞
の
畠
σ
Q
け
挙
国
の
子
ジ
ョ
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ト
バ
バ
ー
ト
ル
臼
9
げ
騨
（
A
ハ
竃
島
㎝
O
㎝
　
℃
9
）
び
避
寒
霞
の
子
で
あ
る
が
、
ガ
ル
ダ

　
ン
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
覇
権
を
握
っ
た
と
き
、
ジ
ョ
ト
バ
は
連
れ
て
青
海
に
至
り
、

　
こ
こ
に
遊
牧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
述
の
ご
と
く
、
セ
ブ
テ
ン
ジ
ャ
ル
は
ロ
ブ

　
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
乱
に
際
し
、
清
朝
に
忠
誠
を
尽
し
た
た
め
、
独
立
し
て
ジ
ャ
サ

　
ク
と
さ
れ
、
南
右
翼
頭
旗
の
祖
と
な
っ
た
。

⑪
　
ペ
テ
ッ
ク
角
の
い
う
ご
と
く
、
オ
チ
ル
ハ
ン
　
・
ダ
ヤ
ン
の
子
ポ
ソ
ソ
ク

　
℃
欝
鴇
幽
く
℃
び
琶
坊
げ
。
σ
q
ω
の
子
ア
ラ
ブ
グ
ソ
オ
ン
ボ
で
あ
る
（
翼
。
富
。
。
．
や
b
。
。
。
幽
．

　
囲
戸
刈
）
。
彼
の
父
ポ
ン
ソ
ク
は
額
鮒
ア
ラ
ブ
ダ
ソ
が
、
青
海
タ
イ
ジ
等
を
招
撫
し

　
た
と
き
、
ダ
ラ
イ
ハ
ソ
に
子
弟
を
遣
し
て
入
朝
す
る
の
を
促
し
た
の
に
応
じ
、
北

　
京
に
至
っ
た
。
こ
れ
よ
り
朝
貢
絶
え
ず
、
よ
っ
て
多
羅
貝
覆
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、

　
ア
ラ
ブ
ダ
ソ
オ
ン
ボ
は
そ
の
後
を
康
熈
四
十
七
年
五
月
に
嗣
い
だ
も
の
で
あ
る

　
（
表
徴
巻
八
六
、
　
二
丁
裏
、
投
獄
実
録
巻
二
一
二
…
二
、
三
丁
表
）
。

⑫
グ
シ
バ
ソ
の
第
六
子
ダ
ラ
イ
バ
ー
ト
ル
・
ド
ル
ジ
U
鉱
巴
げ
謎
p
。
葺
目
U
。
畳

　
く
国
山
。
昌
㊦
の
曽
孫
で
、
西
前
旗
の
祖
で
あ
る
。

⑬
　
右
ダ
ラ
イ
バ
ー
ト
ル
の
第
二
子
薩
楚
墨
爾
根
台
吉
の
子
で
あ
る
。
薩
楚
墨
爾
根

　
台
吉
を
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
ω
o
o
o
ロ
ヨ
震
σ
q
①
コ
梓
二
心
と
す
る
が
（
賭
。
富
ω
曽
や
ト
⊃
◎
。
画

　
h
戸
。
。
）
、
一
方
ア
ー
マ
ッ
ド
氏
は
こ
れ
を
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
伝
に
よ
り
「
多
分
ω
ρ

　
。
。
搾
嘱
。
旨
目
曾
σ
q
①
切
訂
甚
で
あ
ろ
う
」
　
と
す
る
（
ω
］
り
閃
’
唱
’
ω
O
μ
）
。
い
ず
れ
が

　
正
し
い
か
は
聖
哲
に
は
決
定
で
き
な
い
が
、
後
者
の
比
定
の
方
が
漢
字
音
に
近
い

　
で
あ
ろ
う
。

⑭
ラ
ザ
ソ
バ
ソ
の
子
で
あ
る
。

⑮
ダ
ン
ジ
ン
は
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ソ
ジ
ン
の
弟
ゲ
ン
デ
ル
（
註
②
既
出
）
の
子
で
、
輔

　
国
公
を
授
け
ら
れ
て
い
た
が
、
評
論
が
ガ
ル
ダ
ソ
を
討
っ
た
と
き
に
は
所
部
を
遣

　
し
て
糧
食
を
助
け
、
ま
た
入
墨
作
戦
の
と
ぎ
に
は
こ
れ
に
従
軍
し
た
。
故
を
以
て

　
固
山
貝
子
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
死
し
、
後
嗣
が
な
か
っ
た
。
つ
い
で
郡

　
王
に
追
封
さ
れ
た
が
、
遺
言
に
は
「
部
衆
お
よ
び
牧
地
を
天
子
に
献
上
す
る
」
と

　
あ
っ
た
た
め
、
帝
は
こ
れ
を
収
納
す
る
に
忍
び
ず
、
血
縁
的
に
最
も
近
い
チ
ャ
ガ

　
ソ
ダ
ン
ジ
ソ
の
管
轄
下
に
争
い
た
と
い
う
（
要
略
巻
一
一
、
二
丁
裏
）
。

⑯
会
盟
の
揚
所
を
要
略
は
チ
ャ
ガ
ン
ト
ロ
ガ
イ
と
す
る
が
、
今
は
方
略
、
実
録
の

　
記
載
に
従
う
。
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二

　
反
乱
の
経
過
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
ロ
ブ
ザ
ン
と
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
の
攻
撃
を
受
け
た
の
は
左
翼
の
有
力
者
エ
ル
デ

ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
交
戦
四
次
に
わ
た
っ
た
が
、
属
人
を
多
く
失
い
、
牧
畜
は
掠
奪
さ
れ
、
妻
子
を
率
い
て
西
寧
駐
在
の

撫
遠
大
将
軍
ヤ
ン
シ
ン
（
二
頁
既
出
）
に
助
け
を
求
め
た
。
ヤ
ン
シ
ン
は
直
に
こ
れ
を
受
入
れ
、
脚
質
口
に
暫
居
さ
せ
た
（
方
略
巻
＝
、
元
年

六
月
壬
戌
の
条
）
。
　
一
方
エ
ル
デ
ニ
の
子
ア
ラ
ブ
ジ
》
鑓
9
円
く
切
ρ
げ
同
σ
q
饗
ω
（
阿
劇
卜
済
）
、
　
ソ
ナ
ム
ダ
シ
Q
。
o
三
日
ら
線
一
く
切
。
・
○
α
同
日
ω

σ
ξ
ρ
且
ω
（
索
僧
事
達
什
）
は
六
七
日
間
戦
い
、
兵
五
百
、
妻
子
豊
平
三
口
を
率
い
て
来
投
し
た
の
で
、
父
と
と
も
に
安
居
せ
し
め
た
（
方
略
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
一
、
元
年
七
月
己
丑
の
条
、
実
録
巻
九
、
一
八
丁
裏
）
。
つ
い
で
ガ
ル
ダ
ン
ダ
シ
○
巴
α
碧
岱
㊤
堅
く
】
）
σ
q
呂
難
癖
ぴ
犀
冨
鷺
ω
（
璃
爾
蕉
門
什
）
が



ロブザンダンジソの反乱について（佐藤）

襲
わ
れ
、
弟
オ
チ
ル
O
o
騨
（
郵
斉
爾
）
、
タ
イ
ジ
・
ア
ワ
ン
ダ
ク
バ
》
≦
き
σ
q
住
喫
ぴ
騨
く
累
ρ
σ
q
傷
び
雪
σ
Q
養
σ
q
ω
℃
ρ
（
阿
旺
達
歌
聖
）
と
と
も
に

ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
と
戦
い
、
敗
れ
て
甘
州
に
逃
れ
て
来
た
。
ヤ
ン
シ
ン
は
こ
れ
を
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
と
暫
く
周
居
さ
せ
た
（
前

掲
書
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
た
雍
正
帝
は
兵
部
左
侍
郎
の
常
寿
（
西
寧
駐
在
）
を
遣
し
て
、
自
ら
行
き
、
或
は
有
能
の
官
吏
ま
た
は
ラ
マ
を
や
っ

て
稲
解
さ
せ
る
よ
う
、
ま
た
川
陳
総
督
の
年
養
発
（
西
安
駐
在
）
と
相
談
し
て
事
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
（
方
略
巻
一
一
、
元
年
七
月
蟹
座
の
条
、

実
録
巻
九
、
一
丁
裏
）
。
帝
が
ロ
ブ
ザ
ン
の
身
分
、
功
績
を
思
い
、
な
る
べ
く
円
満
に
事
態
を
収
拾
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
は
疑
な
く
、

ヤ
ン
シ
ン
へ
の
諭
旨
に
も
（
実
録
巻
九
、
一
三
丁
裏
）
、

　
　
　
そ
の
罪
は
未
だ
明
か
で
な
い
か
ら
、
直
に
征
討
を
加
え
る
に
は
忍
び
な
い
も
の
が
あ
る
。
已
に
侍
郎
の
常
寿
を
遣
わ
し
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ

　
　
ン
ジ
ン
の
所
行
の
事
情
を
問
わ
せ
て
い
る
が
、
も
し
ロ
ブ
ザ
ン
が
罪
を
知
っ
て
過
ち
を
悔
い
る
な
ら
ば
、
股
は
そ
の
是
非
を
定
め
、
爾
等

　
　
を
和
解
せ
し
め
、
爾
兄
弟
を
旧
居
に
照
し
て
青
海
に
居
住
せ
し
め
よ
う
。

と
言
っ
て
い
る
程
で
あ
る
。
し
か
し
卒
寿
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
の
意
図
は
、
最
初
に
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
を
滅
し
、
つ
い
で
チ
ャ
ガ
ン
ダ

ン
ジ
ン
を
逐
い
、
そ
の
後
衆
タ
イ
ジ
を
集
め
て
、
彼
に
ハ
ン
号
を
賜
わ
る
こ
と
を
朝
廷
に
願
い
、
チ
ベ
ッ
ト
に
駐
在
し
、
青
海
を
遙
制
せ
ん
と

す
る
も
の
で
、
　
「
雛
形
已
に
見
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
常
寿
は
周
到
に
も
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
の
連
絡
を
調
べ
た
が
、
人
々
の
言
で
は
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル
は
青
海
人
を
信
ず
る
に
足
り
な
い
と
し
、
一
方
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
兵
は
既
に
ガ
ス
ロ
づ
霧
碍
μ
に
来
り
、
九
月
に
は
青
海
に
到
着
す

る
で
あ
ろ
う
等
と
言
う
故
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
八
月
庚
午
の
条
、
実
録
巻
一
〇
、
二
四
丁
表
）
。
　
ロ
ブ
ザ

ソ
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
連
絡
を
と
っ
た
が
、
多
分
信
用
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
年
野
営
も
概
に
推
測
し
て
い
た
（
野
獣
上
、
二
三
頁
）
。

　
そ
こ
で
帝
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
が
チ
ャ
ガ
ン
に
決
戦
を
挑
む
の
を
防
ぐ
た
め
、
西
桜
の
兵
を
以
て
、
ロ
ブ
ザ
ン
が
黄
河
を
渡
っ
て
南
進
し
た
と
こ

ろ
で
、
そ
の
後
方
を
遮
断
す
る
こ
と
に
し
、
一
方
四
川
提
督
の
粒
銀
瑛
に
松
活
の
兵
を
以
て
チ
ャ
ガ
ン
を
応
援
す
る
こ
と
を
命
じ
、
薦
路
の
軍

務
全
体
を
年
県
警
に
弁
理
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
八
月
甲
戌
の
条
、
実
録
巻
一
〇
、
二
八
丁
裏
）
。
　
と
こ
ろ
が
ロ
ブ
ザ
ン
は
直
に
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黄
河
を
渡
り
、
、
チ
ャ
ガ
ン
を
攻
め
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
九
月
己
丑
の
条
、
実
録
巻
一
一
、
一
八
丁
表
）
、
　
チ
ャ
ガ
ン
は
対
蒔
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

妻
子
、
属
人
百
余
人
を
連
れ
て
、
河
州
の
老
鴉
関
に
逃
れ
て
き
た
。
階
調
は
こ
れ
を
辺
内
に
迎
え
入
れ
た
が
（
奏
店
賃
二
二
買
、
方
略
巻
＝
一
、
元

年
八
月
官
記
の
条
、
実
録
巻
一
〇
、
二
九
丁
表
）
、
　
チ
ャ
ガ
ン
は
後
に
十
～
月
に
は
更
に
蘭
州
に
移
さ
れ
た
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
十
一
月
岩
鼻
の
条
、

実
録
巻
一
三
、
一
〇
丁
裏
）
。
年
養
舞
は
、
チ
ャ
ガ
ン
の
兵
力
が
ロ
ブ
ザ
ン
に
匹
敵
し
、
　
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
の
よ
う
な
非
力
な
の
と
は
断
じ
て
異

る
と
い
う
見
方
で
あ
っ
た
が
（
奏
摺
上
、
二
一
頁
）
、
そ
の
チ
ャ
ガ
ン
に
し
て
こ
の
有
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
清
朝
も
遂
に
大
軍
を
動
か
す
決
心
を
し
、
年
養
発
を
撫
遠
大
将
軍
と
し
、
ヤ
ン
シ
ン
を
平
逆
将
軍
、
岳
鍾
瑛
を
二
瀬
将
軍
と
し
て
兵

を
率
い
て
討
伐
に
向
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
十
月
戊
申
の
条
、
実
録
巻
＝
一
、
二
丁
表
）
。
年
盛
発
は
既
に
元
年
九
月
二
十
日

目
愚
書
か
ら
起
程
し
、
十
月
の
初
旬
に
は
西
寧
に
至
っ
た
（
前
掲
書
）
。
年
養
寛
は
中
心
的
な
兵
力
を
西
寧
に
置
き
、
チ
ャ
ム
ド
　
O
げ
㊤
び
ω
日
創
○

（
察
木
多
）
の
総
兵
官
周
瑛
に
青
海
か
ら
入
蔵
す
る
道
を
絶
た
せ
、
靖
逆
将
軍
フ
ゥ
ニ
ン
が
男
自
動
σ
q
σ
q
ρ
（
富
寧
安
）
の
軍
か
ら
一
隊
を
出
し

て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
円
霞
幕
⇒
に
駐
防
さ
せ
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
駐
防
の
副
将
軍
阿
剣
納
を
ガ
ス
路
に
出
し
て
こ
の
道
を
遮
断
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

し
か
し
ロ
ブ
ザ
ン
が
真
実
帰
順
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
阿
嘲
初
の
軍
は
一
時
ブ
ル
ン
ギ
ル
切
巳
舞
σ
Q
σ
q
騨
（
甘
粛
省
安

西
県
）
を
掃
蕩
し
、
そ
の
後
の
経
過
に
よ
り
青
海
に
進
軍
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
十
月
丁
卯
の
条
、
実
録
巻
＝
一
、
二
一
丁
裏
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
清
軍
の
作
戦
は
先
ず
西
寧
附
近
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
元
年
十
月
十
九
日
に
ロ
ブ
ザ
ン
軍
は
鎮
海
遷
を
攻
め
、
二
十
五
日
に
至
っ
て
死
傷
六
百

余
を
聾
し
て
退
却
し
た
（
方
略
巻
＝
一
、
元
年
十
月
二
酉
の
条
、
実
録
巻
＝
一
、
二
七
丁
表
）
。
　
同
時
に
ロ
ブ
ザ
ン
側
に
加
担
し
て
い
た
多
巴
の
嚢
素

　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
，

累
践
ω
o
の
ア
ワ
ン
ダ
ン
ジ
ン
》
≦
碧
σ
q
住
ρ
焼
点
く
翼
匿
σ
q
α
び
9
び
。
。
汁
窪
ぜ
α
。
。
ヨ
（
町
旺
丹
津
）
も
こ
の
と
き
慕
え
ら
れ
た
（
前
掲
懲
）
。
続
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

十
一
月
に
は
西
寧
の
南
川
口
に
侵
入
し
て
き
た
が
、
守
口
の
兵
は
少
な
く
苦
戦
に
陥
っ
た
。
守
備
の
馬
友
仁
は
申
中
墨
に
拠
っ
て
こ
れ
を
防
ぎ
、

内
応
者
が
出
て
賊
を
導
き
入
れ
た
が
、
他
の
兵
の
応
援
で
漸
く
こ
れ
を
退
け
た
（
方
略
巻
＝
一
、
同
年
十
一
月
戊
寅
、
実
録
巻
一
三
、
一
丁
婆
）
。
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

時
に
敵
二
千
余
は
北
川
新
城
を
占
拠
し
た
が
、
こ
れ
も
撃
退
し
た
。
一
方
荘
浪
（
甘
粛
省
荘
諸
県
）
の
あ
た
り
、
碁
子
山
、
茨
三
蔵
に
は
謝
勒

蘇
種
、
額
勒
布
二
等
の
蕃
族
が
い
て
賊
を
助
け
て
い
た
が
、
そ
の
首
長
は
と
も
に
生
檎
さ
れ
、
軍
法
に
か
け
て
処
断
さ
れ
た
（
方
略
巻
ご
一
、
元
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nブザンダソジンの反乱について（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
十
一
月
丙
戌
の
条
、
実
録
巻
一
三
、
八
丁
表
）
。
続
い
て
北
川
の
上
白
塔
、
下
白
塔
両
地
方
の
蒙
古
堅
人
が
一
子
討
伐
さ
れ
、
　
頭
目
は
檎
え
ら
れ
、

他
は
す
べ
て
降
服
し
た
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
十
一
月
丁
亥
の
条
、
実
録
巻
　
三
、
一
〇
丁
表
）
。
更
に
黄
喜
林
の
部
隊
は
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
い
。
げ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

創
N
き
σ
Q
o
ρ
図
ρ
財
（
羅
卜
諒
察
準
）
　
の
兵
を
攻
撃
し
、
膏
嘉
寺
の
賊
、
ラ
マ
蕃
人
等
を
破
り
、
武
器
馬
匹
牛
羊
を
無
数
に
得
て
首
邑
へ
帰
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
西
寧
の
南
川
、
北
川
、
離
州
鎮
海
品
等
は
皆
掃
蕩
さ
れ
、
背
後
の
荘
浪
管
内
で
行
路
を
阻
害
し
て
い
た
蕃
族
も
討
滅
さ
れ
て
、

西
寧
近
辺
は
ほ
ぼ
平
い
だ
。

　
十
二
月
に
入
る
と
、
敵
の
兵
三
千
余
人
が
北
方
ブ
ル
ン
ギ
ル
方
面
に
侵
入
し
て
き
た
が
、
所
在
の
軍
が
こ
れ
を
撃
破
し
た
（
方
略
巻
一
三
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
十
二
月
辛
酉
の
条
、
実
録
巻
一
四
、
二
二
丁
表
）
。
　
た
だ
西
寧
方
面
で
は
南
川
口
外
の
郭
密
九
部
が
掠
奪
を
疑
に
し
て
い
た
が
、
　
シ
ャ
ク
ド
ル
ア

ラ
ブ
ダ
ン
伽
巴
a
o
H
霧
斗
α
葺
く
国
μ
唄
孚
σ
Q
巳
9
目
ρ
げ
げ
詳
窪
（
沙
克
都
草
阿
嘲
言
言
）
の
三
部
は
降
り
、
他
は
な
お
横
行
し
て
い
た
の
で
、
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

鍾
瑛
の
軍
が
こ
れ
を
討
伐
し
た
（
方
略
巻
＝
二
、
元
年
十
二
月
辛
藺
の
条
、
実
録
巻
一
四
、
一
二
丁
表
、
十
二
月
弔
意
の
条
）
。

　
清
女
の
電
撃
的
な
作
戦
の
進
捗
は
、
日
和
見
的
な
タ
イ
ジ
等
の
態
度
を
変
え
さ
せ
、
彼
等
は
次
々
と
勝
軍
へ
身
を
投
じ
て
来
た
。
チ
ャ
ガ
ン

ダ
ン
ジ
ン
属
下
の
エ
ル
ケ
ジ
ャ
ル
グ
チ
　
団
平
⑦
瀬
踏
ロ
鼠
（
厄
商
圏
札
爾
固
斉
）
、
ア
ル
ダ
ル
ホ
シ
ョ
チ
》
三
三
ρ
o
ω
冴
葺
9
（
阿
勒
塔
爾
和
碩

斉
）
、
ラ
ブ
ム
い
騨
げ
爆
ヨ
〈
U
げ
9
汀
σ
ニ
ヨ
（
拉
鰹
木
）
等
三
人
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
軍
の
漏
視
が
解
け
た
の
を
機
会
に
、
一
千
余
口
を
率
い
、
貝
勒
セ

ブ
テ
ン
ジ
ャ
ル
は
青
海
左
翼
の
ツ
ェ
リ
ン
日
。
。
費
ぼ
σ
q
〈
日
ω
冨
ユ
》
（
冊
零
）
と
そ
の
弟
タ
イ
ジ
、
バ
ル
ジ
ュ
ル
し
d
ρ
二
豪
く
∪
噂
小
骨
げ
唄
霞
（
巴

　
　
⑬

勒
珠
爾
）
等
二
千
余
口
を
率
い
て
来
広
し
た
（
方
略
巻
一
三
、
元
年
十
二
月
率
由
の
条
、
実
録
巻
一
四
、
七
丁
表
）
。
つ
い
で
ラ
ジ
ャ
ブ
U
ρ
騒
げ
く
い
げ
ρ

　
　
　
　
　
　
⑭

玲
饗
げ
ω
（
賞
誉
卜
）
の
子
チ
ャ
ガ
ン
ラ
ブ
ダ
ン
○
我
き
舜
び
餌
碧
（
察
牢
剛
重
畳
）
、
　
ワ
ン
チ
ュ
ク
ラ
ブ
ダ
ン
≦
録
σ
Q
。
護
帯
び
α
窪
く
∪
σ
9

℃
げ
団
⇔
σ
q
影
げ
σ
周
回
路
（
旺
好
克
鋼
卜
坦
）
の
二
人
が
来
癒
し
た
が
、
ラ
ジ
ャ
ブ
は
最
初
ロ
ブ
ザ
ン
に
附
き
、
後
．
ハ
ル
カ
ム
切
胃
臨
影
日
ω
へ
逃

れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
方
略
巻
一
三
、
元
年
十
二
月
戊
午
の
条
、
実
録
巻
一
四
、
一
〇
丁
表
）
。
な
お
こ
の
後
に
貝
勒
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
、
ジ
ク
ジ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ヤ
ブ
旨
讐
寛
げ
く
想
お
ω
び
図
Φ
自
ω
上
張
p
σ
ω
（
済
克
済
乳
卜
）
、
タ
イ
ジ
・
ゴ
ン
ボ
セ
ブ
テ
ン
O
O
ヨ
9
ω
Φ
葺
①
⇒
〈
竃
α
q
8
℃
o
富
げ
Φ
び
ぽ
碧
（
渡

布
屋
多
士
）
、
ナ
ハ
ン
イ
ェ
シ
ェ
イ
甥
ρ
鍛
2
副
）
δ
砥
Φ
凶
く
裟
騨
σ
Q
伽
げ
塑
訪
蜜
①
鴫
Φ
。
。
（
納
雪
月
什
）
、
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
の
母
、
妻
子
お
よ
び
貝
勒
ツ
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⑯

エ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
目
ω
①
二
昌
G
q
岱
。
広
義
げ
く
日
ω
げ
o
H
三
住
8
σ
q
2
σ
（
二
言
敦
多
多
）
の
姉
等
が
西
風
に
掛
投
し
、
口
外
に
安
挿
さ
れ
た
（
方
略

巻
一
三
、
二
年
ご
月
壬
子
の
条
、
実
録
巻
一
穴
、
一
四
丁
表
）
。
ま
た
時
期
は
少
し
く
後
に
な
る
が
、
チ
ョ
ク
ラ
イ
ナ
ム
ジ
ャ
ル
O
o
曽
a
器
二
巴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

℃
び
曳
。
σ
q
ω
訂
ω
ヨ
ρ
ヨ
吋
α
q
嘱
巴
（
二
心
頼
納
貫
乳
爾
）
も
、
そ
の
子
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
お
よ
び
属
下
の
一
千
余
戸
を
率
い
て
来
投
し
た
。
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

二
三
は
彼
等
を
イ
ェ
ケ
ウ
ラ
ン
ホ
シ
ョ
く
①
犀
Φ
巳
帥
姻
ρ
切
ρ
o
警
賃
（
伊
克
鳥
關
和
郡
）
に
「
旧
に
照
し
て
漏
居
住
さ
せ
た
が
（
方
略
巻
＝
一
一
、
二

年
二
月
癸
酉
の
条
、
実
録
巻
一
六
、
三
二
丁
表
）
、
恐
ら
く
作
戦
が
こ
こ
ま
で
及
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
住
せ
し
め
た
の
で

あ
ろ
う
。

①
オ
チ
ル
ハ
ン
・
ダ
ヤ
ソ
の
孫
チ
ョ
イ
ク
ル
O
ξ
欝
旨
く
O
げ
。
ω
ザ
窪
自
の
子

　
で
、
の
ち
南
左
翼
後
旗
の
祖
と
な
っ
た
。

②
常
寿
は
方
略
で
は
す
べ
て
常
授
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
録
、
奏
摺
に
従
っ
て
こ

　
こ
で
は
常
寿
を
用
い
る
。
こ
の
と
き
の
聖
寿
は
「
駐
創
西
廻
辮
青
海
事
務
」
の

　
職
称
を
持
っ
て
お
り
、
　
こ
の
後
を
継
い
だ
の
は
内
閣
学
士
オ
ラ
イ
○
門
鉱
　
（
邪

　
頼
）
で
あ
る
。
オ
ラ
イ
は
雍
正
元
年
三
月
己
亥
に
チ
ベ
ッ
ト
に
派
遣
さ
れ
て
お
り

　
（
実
録
巻
五
、
【
八
丁
裏
）
、
二
年
三
月
に
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
西
寧
に
至
り
、
蒙
古

　
（
青
海
ホ
シ
ロ
ト
）
事
務
を
辮
理
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
（
方
略
巻
一

　
三
、
二
年
三
月
賞
品
の
条
、
実
録
巻
一
七
、
一
五
丁
目
）
、
彼
は
当
時
ロ
ブ
ザ
ン

　
ダ
ソ
ジ
ン
の
乱
に
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
の
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
を
畏
れ
、
そ
の
工
作
に

　
傾
倒
し
て
い
た
た
め
（
一
九
頁
参
照
）
、
　
数
カ
月
後
に
ラ
サ
を
出
発
し
て
い
る

　
（
O
B
や
。
。
q
）
。
そ
の
間
、
青
海
事
務
を
扱
っ
た
の
が
達
鼎
で
あ
り
、
後
述
の
二

　
年
五
月
の
年
葵
箋
の
青
海
善
後
事
宜
に
よ
れ
ば
、
一
等
侍
衛
副
都
統
達
鼎
に
、
戦

　
後
も
暫
く
留
ま
っ
て
辮
理
さ
せ
る
こ
と
が
奏
請
さ
れ
、
允
さ
れ
て
い
る
（
方
略
二

　
年
五
月
壬
戌
の
条
、
実
録
巻
二
〇
、
二
八
丁
表
）
。
尤
も
達
鼎
は
雍
正
三
年
に
、

　
オ
ラ
イ
の
後
を
継
い
で
正
式
に
辮
理
青
海
薬
王
の
職
に
就
い
た
ら
し
い
（
新
志
巻

　
二
四
、
一
丁
羅
）
。

③
新
志
巻
九
、
三
丁
衷
に
鎮
海
域
が
あ
り
、
「
西
去
（
西
寧
）
府
四
十
里
」
と
あ

　
り
、
嘉
靖
元
年
に
防
守
の
官
を
置
い
た
と
言
い
、
そ
の
規
模
を
説
明
す
る
。
ま
た

　
問
書
巻
一
の
西
寧
府
輿
地
図
の
う
ち
の
西
禦
府
全
図
、
単
寧
県
図
に
は
と
も
に
鎮

　
海
城
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
多
量
は
西
里
附
近
の
小
都
市
で
、
貿
易
市
場
と
し
て
こ
の
頃
ま
で
相
当
栄
え
て

　
い
た
ら
し
い
。
康
煕
三
十
四
年
十
二
月
丁
酉
の
刑
都
尚
書
旋
風
の
託
言
に
も
「
多

　
巴
は
市
買
の
集
場
で
あ
る
」
と
い
い
、
ガ
ル
ダ
ン
が
窺
伺
す
る
の
を
警
戒
す
べ
き

　
こ
と
を
い
っ
て
い
る
（
盤
祖
実
録
巻
一
六
九
、
　
一
六
丁
裏
）
。
し
か
し
後
に
丹
噛

　
爾
に
そ
の
繁
栄
を
奪
わ
れ
て
消
減
し
た
よ
う
で
あ
る
。
羽
田
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、

　
デ
ュ
ア
ル
ド
区
切
．
鳥
山
鴇
ρ
冠
Φ
の
中
華
中
瀬
全
誌
に
は
、
こ
の
町
が
名
門
出
身

　
の
ラ
マ
僧
の
管
轄
下
に
あ
る
と
言
い
（
羽
田
明
「
西
寧
と
多
型
」
東
洋
史
研
究
第

　
一
〇
巻
五
号
二
六
頁
）
、
秦
辺
紀
略
で
は
麦
力
剛
直
霞
σ
q
葬
所
都
の
宰
僧
（
宰
桑
）

　
一
と
達
頼
黄
台
梁
U
巴
鉱
の
。
ロ
σ
q
霞
僻
覚
所
部
の
宰
僧
一
が
支
配
し
て
い
る
と

　
伝
え
る
（
前
掲
欝
二
七
頁
）
と
雷
う
。
こ
こ
に
ナ
ン
ソ
と
言
わ
れ
る
の
は
明
か
に

　
ラ
マ
廟
等
の
管
守
官
を
指
す
の
で
、
デ
ュ
ア
ル
ド
の
記
述
に
合
致
す
る
も
の
で
あ

　
る
。
メ
ル
ゲ
ソ
は
康
煕
六
年
に
塞
内
出
口
購
件
を
起
し
た
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
（
聖

　
祖
実
録
巻
二
三
、
一
一
九
丁
蓑
、
巻
二
四
、
＝
二
丁
裏
）
、
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ
は

　
グ
シ
バ
ソ
の
第
六
子
ダ
ラ
イ
パ
ー
ト
ル
・
ド
ル
ジ
と
す
れ
ば
、
或
は
多
門
は
、
以

　
前
は
と
も
か
く
、
こ
の
と
き
は
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
勢
力
下
に
あ
り
、
後
羽
田
氏
の
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Pブザソダソジソの反乱について（佐藤）

　
言
う
ご
と
く
ク
ソ
ブ
ム
に
布
施
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
（
羽
田
前
掲
欝
）
。

⑤
薪
志
巻
一
〇
、
七
丁
表
に
申
申
駅
が
あ
り
、
「
南
去
〔
西
下
〕
郡
城
五
十
里
、

　
貴
徳
所
千
軍
管
理
」
と
あ
る
。
ま
た
問
書
巻
一
九
、
二
丁
裏
に
は
、
万
暦
中
の
雷

　
人
二
十
五
族
の
一
つ
と
し
て
申
中
足
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
　
「
去
〔
西
寧
〕
衛
治

　
四
十
余
里
、
有
城
郭
盧
室
、
為
業
戸
三
百
、
口
六
百
有
奇
」
と
あ
る
か
ら
、
明
代

　
か
ら
城
廓
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

⑥
新
憲
表
革
、
三
丁
裏
に
永
安
城
が
あ
り
、
そ
の
位
置
は
「
去
〔
西
寧
〕
府
治
七

　
十
里
」
と
あ
り
、
　
「
南
距
旧
著
五
里
、
人
謂
之
新
城
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
北

　
川
新
城
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
同
書
輿
地
図
の
西
寧
府
全
図
、
練
切
壮
図
等
に
、
北

　
川
〔
城
〕
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
附
近
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
．
尤
も
全
図
の
方
に

　
は
大
通
河
畔
に
永
安
城
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
書
巻
九
、
一
一
丁
表
に
、
　
「
永
安

　
城
、
西
北
大
通
〔
衛
〕
治
二
百
一
十
里
」
と
あ
る
も
の
で
、
別
の
城
と
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

⑦
十
三
排
図
に
、
西
寧
の
東
北
に
当
り
碁
子
山
が
あ
る
。
茨
爾
溝
は
不
明
。

⑧
新
志
巻
九
、
一
〇
丁
裏
に
大
通
衛
管
轄
下
の
白
塔
城
が
あ
り
、
「
切
去
〔
西
寧
〕

　
府
治
　
百
二
十
里
、
南
下
大
通
城
一
百
二
十
里
、
旧
人
海
地
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

　
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
こ
に
北
、
南
と
あ
る
の
は
南
、
北
の
誤
で
あ
ろ
う
。
同
書

　
の
西
寧
府
全
図
に
は
大
通
衛
自
足
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
グ
シ
ハ
ン
の
第
二
子
オ
ソ
ボ
○
導
葺
く
∪
げ
。
ロ
℃
。
の
曽
孫
で
、
後
降
り
、
南

　
左
翼
末
旗
の
祖
と
な
っ
た
。

⑩
奇
翠
蔓
の
薄
暑
は
明
か
で
な
い
。
こ
の
戦
闘
の
報
告
で
心
癖
尭
は
、
「
厄
魯
特

　
耳
蝉
、
往
来
劫
奪
新
城
墾
等
処
」
と
繋
ぎ
出
し
て
お
り
、
こ
の
新
城
を
北
川
新
城

　
（
二
一
註
⑥
参
照
）
と
す
れ
ば
、
こ
の
近
傍
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
新
志
巻
一

　
五
、
一
〇
口
裏
に
、
火
逓
衛
管
下
の
誉
等
と
し
て
賎
家
寺
が
あ
り
、
　
「
在
城
西
北

　
八
里
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
或
は
こ
れ
が
そ
れ
に
当
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑪
　
新
志
巻
一
九
、
　
三
凶
暴
に
、
西
寧
県
に
属
す
る
番
族
と
し
て
、
上
各
密
族
四

　
部
、
下
各
密
族
五
部
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
位
澱
は
殆
ど
が
西
寧
の
西
南
方

　
面
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
南
川
口
外
の
濃
密
族
九
部
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
辛
酉
は
誤
で
、
癸
酉
が
正
し
い
。

⑬
　
ツ
ェ
リ
ソ
と
バ
ル
ジ
ュ
ル
は
オ
チ
ル
ハ
ソ
・
ダ
ヤ
ソ
の
末
子
メ
ル
ゲ
ン
ノ
ヤ
ソ

　
累
賃
σ
Q
①
コ
冨
。
団
ρ
口
の
子
で
あ
る
が
、
ツ
ェ
リ
ン
は
康
煕
五
十
年
に
輔
国
公
に
封
ぜ

　
ら
れ
、
後
に
北
前
旗
の
祖
と
な
っ
た
（
表
伝
巻
八
六
、
八
丁
表
、
遊
牧
記
巻
＝
一
）
。

⑭
ラ
ジ
ャ
ブ
は
グ
シ
バ
ソ
の
子
イ
ル
ド
ゥ
チ
の
孫
メ
ル
ゲ
ソ
ノ
ヤ
ソ
嵐
窪
σ
Q
。
ロ

　
コ
。
団
p
謁
の
子
。
後
赦
さ
れ
て
南
左
翼
中
品
の
祖
と
な
っ
た
。

⑮
　
ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ
は
グ
シ
ハ
ン
の
第
二
子
オ
ソ
ボ
の
孫
ロ
ブ
ザ
ソ
ダ
ル
ジ
ャ
U
o
7

　
紆
塁
σ
q
畠
鴛
す
く
し
d
ご
げ
N
昌
α
母
「
σ
q
団
霧
　
の
子
。
の
ち
南
右
翼
末
旗
の
祖
と
な

　
つ
た
。

⑯
ツ
ェ
リ
ン
ド
ソ
ド
ゥ
ブ
に
つ
い
て
は
平
熱
⑰
参
照
。

⑰
　
ツ
ェ
リ
ソ
ド
ソ
ド
ゥ
ブ
は
グ
シ
バ
ソ
の
第
七
子
ホ
ル
ム
シ
ρ
o
罎
ヨ
警
の
孫
鳴

　
爾
車
木
蝋
勒
の
子
。
チ
ョ
ク
ラ
イ
ナ
ム
ジ
ャ
ル
は
嚇
戸
車
木
曾
勒
の
妻
で
あ
る
。

　
清
軍
入
蔵
の
と
き
に
は
、
既
に
亡
っ
て
い
た
夫
に
代
っ
て
、
彼
女
は
糧
食
を
献
上

　
し
、
康
煕
六
十
｝
年
に
母
子
と
も
に
入
朝
し
、
雍
正
元
年
に
ツ
ェ
リ
ソ
ド
ン
ド
ゥ

　
ブ
は
貝
勒
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

⑱
イ
ェ
ケ
ウ
ラ
ン
ホ
シ
ョ
は
十
三
排
図
に
お
い
て
、
青
海
湖
の
北
に
伊
克
烏
蘭
和

　
紹
必
拉
と
あ
る
河
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
明
か
に
台
吉
策
凌
敦
多
布
と
標
さ
れ
た

　
天
幕
が
あ
る
。
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三
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と
こ
ろ
で
こ
の
反
乱
の
一
つ
の
特
徴
は
、
青
海
貴
族
の
み
で
な
く
、
ラ
マ
が
多
数
戦
闘
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ラ
マ
の
戦
争
に
対

す
る
態
度
は
、
一
般
に
は
中
立
を
守
り
、
積
極
的
姿
勢
は
寧
ろ
休
戦
、
調
停
の
際
に
発
揮
さ
れ
る
。
平
和
を
旨
と
す
る
仏
教
の
教
に
よ
る
限
り
、

こ
の
態
度
は
常
に
是
認
さ
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
場
合
ラ
マ
教
圏
で
は
平
和
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
反
乱
で
は
、
彼
等
は
平
和
的
で
あ
る
べ
き
姿
勢
を
反
乱
へ
の
参
加
に
転
換
し
て
い
た
。
雍
卵
麺
は
雍
正
二
年
正
月
に
、
理
藩
命
を
通

じ
て
中
外
の
ラ
マ
に
諭
し
、
清
朝
が
第
五
代
、
第
七
代
ダ
ラ
イ
の
た
め
に
力
を
尽
し
て
援
護
し
た
こ
と
を
述
べ
、

　
　
仏
教
復
興
、
如
呉
越
恩
、
鋼
癩
並
不
感
激
、
反
鮮
麗
逆
優
人
、
凶
悪
已
極
、
於
仏
門
之
教
、
尚
可
謂
遵
受
奉
行
者
乎
。

と
言
っ
て
、
ラ
マ
等
を
責
め
て
い
る
（
方
略
巻
一
三
、
二
年
正
月
甲
申
の
条
、
実
録
巻
一
五
、
四
丁
表
）
。
奇
嘉
寺
の
賊
、
ラ
マ
に
つ
い
て
は
既
に
触

れ
た
が
、
二
三
の
例
を
更
に
こ
こ
に
述
べ
よ
う
。

　
第
一
は
ク
ン
ブ
ム
の
ケ
ン
ボ
ノ
ム
ン
ハ
ン
鼠
犀
げ
ρ
昌
唱
0
8
旨
鄭
昌
ρ
磐
（
堪
布
諾
椚
汗
）
の
場
合
で
あ
る
。
彼
は
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
姪

で
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
煽
動
し
、
ラ
マ
を
清
軍
に
向
わ
せ
た
。
大
軍
が
進
恥
し
て
来
た
の
を
見
て
恐
れ
、
選
訳
元
年
十
二
月
に
所
属
を
率

い
て
降
服
し
た
が
、
年
等
比
は
そ
の
罪
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
到
日
直
に
処
断
し
た
（
方
略
巻
一
三
、
元
年
十
二
月
戊
午
の
条
、
実
録
．

巻
一
四
、
一
〇
丁
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
第
二
は
反
逆
ラ
マ
の
最
大
の
拠
点
。
コ
ン
ル
ン
寺
U
α
q
O
旨
匹
言
ω
（
郭
隆
寺
）
の
場
合
で
あ
る
。
ゴ
ン
ル
ン
に
は
チ
ャ
ン
ジ
ャ
ホ
ト
ク
ト
が
坐

訳
し
て
お
り
、
　
ラ
マ
で
ロ
ブ
ザ
ン
や
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
と
親
し
い
も
の
が
多
か
っ
た
（
奏
瀬
上
、
四
七
頁
）
。
雍
正
二
年
正
月
に
ゴ
ン
ル
ン
の

L
ラ
マ
は
軍
事
教
練
を
始
め
た
た
め
に
、
垂
心
発
は
そ
れ
を
禁
止
し
た
が
、
ラ
マ
等
は
東
山
一
帯
の
蕃
人
を
集
め
、
正
月
十
一
日
を
期
し
て
戦
闘

を
開
始
し
た
。
墨
家
発
は
岳
鍾
瑛
を
討
伐
に
向
わ
せ
た
が
、
十
二
日
に
は
恰
素
直
…
講
で
戦
い
、
翌
十
三
日
に
は
ゴ
ン
ル
ン
寺
に
到
着
し
た
。
敵

は
寺
院
の
内
外
で
抵
抗
し
た
が
、
岳
鍾
瑛
は
ゴ
ン
ル
ソ
寿
を
焼
払
い
、
六
千
余
人
を
殺
し
た
。
年
養
発
の
口
吻
を
籍
り
れ
ば
、
こ
れ
は
三
位
の
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乱
以
来
の
最
大
の
戦
闘
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ジ
ャ
は
逸
早
く
大
通
河
の
西
の
雑
隆
に
逃
れ
て
い
た
が
、
ダ
ク
バ
ホ
ト
ク
ト
U
妾
び
㊤

ρ
暮
相
銭
（
達
筆
薦
黒
土
克
図
）
は
檎
え
ら
れ
て
斬
に
処
せ
ら
れ
た
（
奏
田
上
、
五
三
頁
、
方
略
巻
一
三
、
二
年
正
月
甲
午
の
条
、
実
録
巻
皿
五
、
九
丁

襲
）
。
r
チ
ャ
ン
ジ
ャ
も
そ
の
後
、
画
革
に
調
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
九
月
三
日
に
省
城
（
静
狩
省
誠
朦
西
安
P
）
に
到
り
、
更
に
同
月
二
十
日
に

は
北
京
へ
送
ら
れ
た
（
奏
摺
上
、
四
三
頁
）
。
こ
の
チ
ャ
ン
ジ
ャ
は
第
二
代
の
活
仏
ロ
ル
ペ
ー
ド
ル
ジ
ェ
翔
○
一
℃
ρ
柾
a
o
二
①
に
銅
逆
な
く
、
橋

本
氏
の
い
う
、
康
煕
五
十
六
年
に
生
れ
、
八
歳
で
京
師
に
至
っ
て
、
非
常
な
歓
迎
を
受
け
た
と
い
う
彼
の
事
蹟
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
橋

本
光
宝
「
蒙
古
の
園
臆
教
」
一
五
一
頁
）
。

　
第
三
は
石
門
寺
の
ラ
マ
の
場
合
で
あ
る
。
塗
扇
舞
は
書
案
道
の
心
胸
の
報
に
よ
り
、
石
門
寺
の
ラ
マ
、
ナ
ン
ソ
湘
サ
ム
テ
ン
閉
監
ω
o
騨
ω
ρ
糞

σq

R
ゆ
（
嚢
素
山
丹
）
所
属
の
多
卜
蔵
、
鯛
麺
の
諸
部
落
が
偽
っ
て
建
軍
に
降
り
、
謝
勒
蘇
族
、
額
爾
三
族
の
逃
人
等
と
と
も
に
石
門
寺
に
入
っ

て
往
来
を
劫
掠
し
て
い
る
の
を
知
り
、
巌
洞
を
遣
し
て
こ
れ
を
討
た
せ
た
。
蒋
澗
は
五
路
の
兵
を
発
し
、
ラ
マ
、
蕃
賊
六
百
人
を
撃
殺
し
、
寺

内
か
ら
多
く
の
武
器
、
甲
冑
等
を
受
認
し
た
後
、
そ
の
毒
を
焼
払
っ
た
（
方
略
巻
＝
二
、
二
年
二
月
丁
張
の
条
、
実
録
巻
一
六
、
二
八
丁
表
）
。
　
た
だ

遺
憾
な
こ
と
に
は
こ
の
寺
院
の
所
在
は
明
か
で
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
四
は
ゴ
マ
ン
寺
ω
σ
Q
o
臼
9
（
広
恵
寺
）
の
場
合
で
あ
る
が
、
　
こ
れ
の
雪
焼
の
事
実
は
新
志
に
よ
っ
て
雍
正
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

だ
け
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
第
五
は
ラ
マ
、
ジ
ャ
ム
サ
ン
ケ
ン
ボ
国
σ
q
冤
巴
ヨ
稼
ぎ
⇒
昌
爵
げ
窪
℃
o
（
嘉
木
燦
儲
君
）
の
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
海
西
方
の
作
戦
の
終

っ
た
後
で
あ
る
が
、
雍
正
二
年
三
月
三
日
に
、
年
継
電
の
部
下
の
達
識
は
副
将
の
紀
成
斌
と
ロ
ブ
ザ
ン
の
属
人
を
掃
蕩
す
る
う
ち
に
、
ジ
ャ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

サ
ン
ケ
ン
ボ
ラ
マ
が
誌
代
山
に
慮
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
逃
亡
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
探
知
し
た
。
そ
こ
で
タ
イ
ジ
の
ジ
ン
バ
旨
旨
び
麟
く
ω
9
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

℃
ρ
（
済
木
巴
）
に
兵
を
授
け
、
問
道
伝
い
に
ラ
サ
へ
の
道
を
遮
断
さ
せ
、
本
隊
が
索
羅
穆
ま
で
出
撃
し
て
ジ
ャ
ム
サ
ン
と
チ
ュ
イ
ジ
ャ
ム
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

9
覧
智
露
ω
o
〈
O
げ
。
ω
護
饗
妻
事
び
。
（
吹
乳
量
素
）
二
人
を
斬
っ
た
（
方
略
巻
一
三
、
二
年
三
月
癸
卯
の
条
、
実
録
巻
一
七
、
二
七
丁
蓑
）
。
た
だ
ジ

ャ
ム
サ
ン
ケ
ン
ボ
と
ロ
ブ
ザ
ン
と
の
関
係
は
右
の
文
献
で
は
明
か
で
な
い
が
、
年
並
発
に
よ
る
と
、
彼
は
為
人
極
め
て
誰
詐
で
、
力
を
つ
く
し
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て
ロ
ブ
ザ
ン
の
用
を
な
し
、
　
「
内
地
の
情
報
を
探
聴
し
、
賊
魁
の
口
糧
を
接
済
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
奏
摺
上
、
四
二
頁
）
。

　
清
朝
は
反
乱
の
青
海
タ
イ
ジ
に
対
し
て
は
必
ず
し
も
厳
刑
で
望
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
前
に
ロ
ブ
ザ
ン
に
附
い
た
も
の
で
も
、
　
「
脅
従
」
さ

せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
作
戦
中
に
来
帰
し
た
も
の
に
は
寛
大
な
無
難
を
と
っ
た
。
し
か
し
ラ
マ
に
関
し
て
は
、
苛
酷
な
ま
で
に
そ
の
罪
を
追

求
し
、
極
刑
に
処
し
た
。
社
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
、
平
和
を
称
え
る
仏
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
敵
側
に
加
担
し
、
戦
闘
に
参
加
し
た
こ
と
が

許
せ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
い
。
年
薄
舞
の
言
に
よ
れ
ば
、
那
家
寺
、
ゴ
マ
ン
寺
な
ど
は
移
民
婦
を
掠
奪
し
て
き
て
内
に
入
れ
、
ラ
マ
の
櫃
の

中
に
は
婦
人
の
衣
鮭
が
数
え
切
れ
な
い
程
あ
っ
た
と
い
う
（
奏
摺
上
、
四
六
頁
）
。
そ
の
惰
落
ぶ
り
が
亦
清
朝
側
の
怒
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　
①
ゴ
ソ
ル
ン
寺
は
大
通
衛
の
南
に
あ
る
ゴ
マ
ン
寺
（
広
恵
寺
）
よ
り
東
南
の
所
に
　

③
布
鬼
山
は
青
海
の
義
人
ブ
ル
ハ
ン
ブ
ダ
山
切
目
ρ
塁
げ
ロ
魯
の
略
称
で
あ
ろ
う

　
　
あ
る
。
新
忠
巻
一
五
、
四
丁
表
に
は
、
佑
箪
寺
の
項
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。

　
　
在
〔
西
夏
〕
城
東
北
一
否
三
十
里
、
原
名
格
隆
寺
、
雍
正
元
年
増
青
海
逆
謀
、

　
　
被
官
兵
影
面
、
雍
正
十
年
奉
旨
素
建
。

　
と
あ
る
が
、
格
隆
寺
は
ゴ
ソ
ル
ソ
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
、
歯
止
寺
は
そ
の

　
漢
名
で
あ
る
。
瓶
志
の
西
寧
県
南
に
は
雄
藩
の
東
北
に
鰯
雲
寺
が
存
在
す
る
。
こ

　
の
寺
院
の
チ
ベ
ッ
ト
名
は
ゴ
ン
ル
ソ
ジ
ャ
ム
パ
リ
ン
U
α
q
o
μ
川
内
寡
ひ
の
び
累
p
轟
ω
唱
p

　
σ
q
臨
昏
が
正
し
く
、
　
一
六
〇
四
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
ワ
イ
リ
ー
氏

　
6
5
昌
Φ
碧
く
噂
妻
芸
。
の
の
8
剛
℃
．
6
ρ
や
6
ρ
一
戸
お
O
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
　
新
志
巻
一
五
、
一
〇
丁
表
に
は
、

　
　
在
〔
大
通
衛
〕
城
東
七
十
黒
、
原
名
郭
適
々
、
毒
忌
元
年
、
随
青
海
謀
逆
、

　
　
被
官
兵
焚
鍛
、
整
正
十
年
、
難
題
重
建
、
賜
額
広
恵
寺
、
勅
賜
碑
文
。

　
と
あ
り
、
そ
の
淡
名
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
。
郭
葬
寺
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ

　
の
寺
院
の
学
問
が
ゴ
マ
ン
の
系
統
を
引
く
か
ら
ら
し
い
。
十
三
排
國
で
は
、
大
通

　
衛
の
南
方
に
郭
外
珠
克
特
亨
と
あ
る
の
が
そ
れ
に
当
る
。
三
鼎
特
亨
は
満
洲
語
の

　
一
巳
昏
魯
。
昌
（
廟
）
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ
る
正
式
の
名
は
ガ

　
ン
デ
ソ
ダ
ム
チ
ョ
エ
リ
ン
U
σ
Q
p
＃
置
p
鵠
魯
昆
。
び
。
ω
α
q
＝
費
で
あ
る
が
、
チ
ベ

　
ッ
ト
文
献
に
よ
る
詳
細
は
Q
り
や
δ
ρ
や
お
伊
｛
P
胡
刈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
繋
累
穆
は
、
実
録
で
は
綾
羅
木
と
書
か
れ
て
お
り
、
ナ
ド
ソ
タ
ラ
○
魯
箕
曵
僧

　
を
指
す
。
方
略
巻
八
、
康
照
五
十
九
年
十
一
月
辛
巳
の
条
（
ま
た
は
聖
祖
実
録
巻

　
二
九
〇
、
四
丁
裏
）
に
、
康
煕
帝
が
黄
河
の
河
源
を
論
じ
て
、

　
　
黄
河
之
源
、
出
西
南
外
庫
爾
桧
山
薄
鼠
、
衆
泉
浜
散
、
不
可
歯
数
、
望
之
燦

　
　
如
列
星
、
蒙
古
消
雪
軍
事
塔
拉
、
西
番
謂
之
索
羅
木
、
中
華
基
面
星
宿
海
、

　
　
　
是
為
河
源
。

　
と
言
っ
て
い
る
が
、
敷
敦
塔
拉
は
O
O
量
訂
貯
で
誤
な
い
。
二
審
木
は
難
解
で
あ

　
る
が
、
ソ
悼
魯
。
＃
σ
Q
諺
旨
と
す
れ
ば
「
湖
岸
地
帯
」
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
多

　
く
の
湖
の
う
ち
で
最
も
大
き
い
も
の
は
ジ
ャ
リ
ソ
ノ
ー
ル
臼
母
魯
σ
q
口
裁
葭
（
札

　
陵
海
）
、
オ
リ
ソ
ノ
ー
ル
○
お
鵠
σ
q
湿
ρ
く
霞
（
那
綾
海
）
で
、
こ
れ
ら
の
水
を
集
め
て

　
黄
河
の
源
流
は
形
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
年
の
チ
ベ
ッ
ト
名
は
書
け
静
。
ω
岸
望
餌

　
話
旨
ω
（
巴
H
口
）
、
冨
＄
げ
。
ω
跡
o
H
o
ロ
ω
（
『
鯨
）
で
あ
る
（
0
8
や
日
峯
、
岡
文
志
巻

　
｝
六
、
一
三
丁
表
、
一
四
丁
裏
）
。
十
三
排
図
で
は
ジ
ャ
リ
ン
は
西
、
オ
リ
ン
は

　
東
に
置
い
て
い
る
が
、
中
国
の
最
近
の
地
図
は
皆
、
ジ
ャ
リ
ン
を
束
、
オ
リ
ン
を

　
西
に
置
い
て
い
る
。
何
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
、
「
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ソ
の
麺
類
を
掃
蕩
す
る
過
程
で
、
中
閾
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の
騎
兵
は
屡
々
チ
ベ
ッ
ト
に
入
り
、
こ
の
国
の
奥
深
く
進
入
し
た
」
と
し
、
そ
の

例
と
し
て
、
世
宗
実
録
巻
一
七
、
二
七
丁
表
に
よ
り
、
「
蜜
〒
冨
．
9
昌
ヨ
騨
．
塁
ら
〇

三
甲
目
p
と
目
餌
注
O
露
白
〒
膨
が
達
鼎
に
よ
っ
て
追
跡
、
檎
獲
、
処
刑
さ
れ

た
」
と
い
う
が
、
際
文
の
読
み
誤
り
で
あ
る
。
前
者
は
爽
木
燦
堪
布
鋼
畷
の
語
頭

音
を
落
し
て
お
り
、
後
者
の
済
木
巴
台
吉
は
達
熱
指
揮
下
の
タ
イ
ジ
で
あ
っ
て
、

ロ
ブ
ザ
ソ
側
の
人
間
で
は
な
い
（
（
U
8
・
℃
’
Q
◎
直
糟
｛
o
．
笛
）
。

四

ロブザンダソジンの反乱について（佐藤）

　
さ
て
詰
軍
は
青
海
東
方
の
掃
蕩
を
ほ
ぼ
終
っ
た
後
、
更
に
作
戦
を
青
海
西
方
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
根
拠
地
へ
と
向
け
て
い
っ
た
。

　
雍
正
二
年
二
月
八
日
、
岳
塩
竃
の
軍
は
西
春
を
出
、
兵
を
三
路
に
分
け
て
進
撃
を
開
始
し
た
。
南
路
を
進
ん
だ
岳
鍾
瑛
の
本
隊
は
イ
ェ
ケ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
ル
ギ
即
急
④
罵
①
ρ
ミ
冒
σ
q
一
議
o
o
｝
（
伊
克
恰
爾
吉
）
地
方
に
至
り
、
ハ
イ
ル
ギ
山
ρ
9
胤
お
一
難
巳
騨
（
戸
倉
吉
山
）
中
で
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ

を
檎
え
、
黄
講
論
の
一
隊
は
バ
ル
ジ
ュ
ル
ア
ラ
ブ
ダ
ン
切
帥
ご
弩
受
電
鳥
窪
く
∪
℃
巴
骨
げ
五
三
雷
げ
訂
富
。
（
巴
爾
珠
心
阿
葛
布
坦
）
と
そ
の
叔

父
イ
ェ
ケ
ラ
ブ
ダ
ン
く
①
平
目
げ
α
磐
（
伊
二
会
布
坦
）
を
憂
え
た
（
実
録
巻
一
六
、
ご
二
丁
裏
）
。
続
い
て
同
月
十
四
日
に
岳
鍾
瑛
の
軍
は
シ
ル
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ロ
サ
ω
貯
餐
ご
鷲
の
ρ
（
西
爾
恰
羅
色
）
に
至
り
、
叛
賊
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
が
テ
ン
チ
ン
チ
ャ
ガ
ン
ハ
ダ
（
天
城
察
牢
恰
達
）
に
い
る
の
を
襲

い
、
人
畜
多
数
を
檎
心
し
た
。
十
三
排
図
に
は
シ
ル
が
河
、
ロ
サ
河
南
に
台
吉
吹
拉
克
諾
穆
斉
の
天
幕
を
置
い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
が

彼
の
牧
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
チ
ュ
イ
ラ
ク
は
十
四
日
半
夜
に
ガ
ス
方
面
に
逃
走
し
た
が
、
そ
の
部
下
の
ド
ラ
ル
ジ
ャ
イ
サ
ン
∪
霞
巴

励
覧
全
心
σ
q
（
都
剛
勒
賦
質
）
と
ダ
シ
ド
ン
ド
ゥ
ブ
U
糠
一
α
o
口
α
呂
く
霞
裂
㊤
鷺
ω
α
。
口
σ
Q
宕
げ
（
予
冷
許
多
ト
）
の
母
は
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル

に
追
え
ら
れ
た
。
岡
時
に
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
が
な
お
彼
の
牧
地
に
い
る
こ
と
を
確
め
、
十
九
日
大
軍
は
直
に
そ
の
方
面
に
弄
っ
た
（
方
略
巻
一

三
、
二
年
二
月
丙
寅
の
条
、
実
録
巻
一
六
、
二
七
丁
表
）
。
ロ
ブ
ザ
ン
の
牧
地
は
青
海
の
西
辺
ダ
ブ
ス
ン
ノ
ー
ル
U
9
げ
葛
煽
u
ロ
裁
弩
の
あ
た
り
で
あ

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
、
当
時
の
根
拠
地
は
そ
の
近
く
の
エ
ム
ネ
ブ
ル
ン
ギ
ル
国
日
露
Φ
σ
巳
磐
σ
q
σ
q
貯
（
額
穆
塗
布
隆
吉
爾
）
　
で
あ
っ
た
。
ロ
ブ
ザ
ン
は
早
く
も
西

方
へ
退
却
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
岳
鍾
瑛
は
分
兵
一
千
を
以
て
ツ
ァ
イ
ダ
ム
北
路
を
西
進
さ
せ
、
ガ
ス
路
を
遮
断
し
た
。
一
方
彼
自
身
は
ツ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

イ
ダ
ム
南
路
に
よ
っ
て
賊
軍
を
追
跡
し
た
。
二
月
二
十
日
に
賊
が
ウ
ラ
ン
ム
フ
ル
d
冨
石
室
ヨ
億
の
癖
（
鳥
寄
穆
和
爾
）
に
逃
げ
、
続
い
て
ツ
ァ
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イ
ダ
ム
に
至
っ
た
の
で
、
先
発
の
兵
一
千
を
以
て
追
い
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
母
ア
ル
タ
イ
ハ
ト
ゥ
ン
諺
津
鉱
ρ
9
こ
口
（
阿
爾
泰
喀
屯
）
と

そ
の
妹
婿
ゲ
レ
ク
ジ
ノ
ン
O
巴
Φ
｝
【
（
〈
U
σ
q
①
δ
σ
q
ω
）
一
露
。
昌
σ
Q
（
格
勒
克
済
農
）
、
ツ
ァ
ン
バ
ジ
ャ
ブ
8
ω
§
σ
q
げ
帥
智
σ
〈
O
富
巴
も
㊤
。
。
閑
《
ρ
σ
ω
（
蔵

　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

巴
乳
布
）
を
檎
獲
し
た
。
二
十
二
日
に
は
軍
は
ツ
ァ
イ
ダ
ム
に
至
り
、
分
隊
を
等
覚
白
克
に
向
わ
せ
、
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
、
ダ
シ
ド
ン
ド
ゥ

ブ
を
檎
え
、
乱
に
加
わ
っ
た
七
タ
イ
ジ
を
す
べ
て
生
聾
し
終
っ
た
（
方
略
巻
＝
二
、
二
年
三
月
縁
起
の
条
、
実
録
巻
一
七
、
九
丁
表
）
。
七
タ
イ
ジ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

言
う
の
は
、
揖
ブ
ザ
ン
を
除
い
た
首
悪
の
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
、
ツ
ァ
ン
バ
ジ
ャ
ブ
、
こ
れ
に
与
し
た
バ
ル
ジ
ュ
ル
ア

ラ
ブ
ダ
ン
、
ダ
シ
ド
ン
ド
ゥ
ブ
、
ゲ
レ
ク
ジ
ノ
ン
、
ア
ラ
ブ
ダ
ン
バ
ス
タ
イ
諺
鑓
げ
瓢
ρ
昌
げ
霧
9
巴
（
阿
嚥
…
布
畑
　
巴
蘇
泰
）
　
で
あ
る
（
表
節
巻
八

一
、
二
八
丁
襲
）
。
　
ロ
ブ
ザ
ン
は
こ
の
頃
は
、
従
う
も
の
は
二
百
余
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
巧
に
勝
軍
の
追
繋
を
免
れ
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
逃
れ

　
　
⑬

去
っ
た
。
な
お
一
部
の
も
の
の
掃
蕩
戦
は
方
々
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　
こ
の
青
海
西
方
の
作
戦
は
、
開
始
さ
れ
た
の
が
二
月
八
日
で
あ
り
、
同
月
二
十
二
日
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
成
功
裡
に
終
始

し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
清
軍
の
電
撃
戦
の
栄
光
に
比
べ
て
、
ロ
ブ
ザ
ン
側
は
余
り
に
も
無
残
な
敗
北
で
あ
っ
た
。
同
じ
青
海
人
の
ス
ン
バ
ケ

ン
ボ
は
啄
嘆
的
な
口
調
で
、
次
の
ご
と
き
文
章
を
残
し
て
い
る
（
青
海
史
四
四
三
頁
、
》
譲
・
や
畠
）
。

　
　
丑
の
年
（
一
七
二
一
、
r
康
熈
六
十
年
辛
丑
）
に
〔
彼
等
は
青
海
に
〕
帰
り
、
寅
の
年
（
一
七
二
二
、
康
煕
六
十
一
年
壬
寅
）
に
集
会
を
な
し
た
る
と

　
　
　
き
、

　
　
前
の
誓
と
内
な
る
掟
を
廃
め
る
か
否
か
、
　
〔
彼
等
の
〕
意
見
は
一
致
せ
ず
。

　
　
癸
卯
の
年
（
一
七
二
三
、
雍
正
元
年
）
、
シ
ナ
の
天
子
雍
亡
く
9
膚
身
位
に
即
き
た
る
年
に
、

　
　
内
外
の
戦
の
た
め
に
〔
青
海
の
〕
軍
は
集
り
た
る
を
、

　
　
我
（
ス
ン
バ
）
は
チ
ベ
ッ
ト
の
ウ
イ
に
行
く
道
に
て
見
た
り
。

　
　
そ
の
後
、
内
に
戦
い
な
が
ら
（
タ
イ
ジ
同
志
の
戦
）
、
シ
ナ
の
若
干
の
城
塞
に
て
戦
い
た
る
も
、

　
　
戦
の
仕
方
を
知
ら
ず
し
て
、
子
供
の
遊
べ
る
有
様
に
似
た
り
。
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ロブザンダンジンの反乱について（佐藤）

　
　
そ
の
と
き
シ
ナ
の
二
人
の
将
軍
（
年
と
岳
）
は
大
軍
も
て
、

　
　
こ
の
方
面
の
支
配
に
力
を
注
ぎ
、
戦
を
準
備
せ
り
。

　
　
鷲
に
、
小
鳥
の
群
の
逐
わ
る
る
が
ご
と
く
〔
彼
等
の
〕
散
り
た
る
と
き
、

　
　
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
首
領
（
μ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
）
は
北
方
に
逃
れ
、
兵
も
他
の
地
へ
散
介
せ
り
。

　
な
お
肝
心
の
チ
ベ
ッ
ト
本
土
の
こ
の
乱
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
が
、
ラ
サ
駐
在
の
オ
ラ
イ
（
二
一
註
②
参
照
）
は
直
に
カ
ン
チ
ン
ネ
ー
国
冨
口

。
げ
①
降
冨
ω
（
三
筆
醗
）
を
ガ
ー
リ
三
冠
書
目
尻
か
ら
召
喚
し
、
ポ
ラ
ネ
ー
℃
げ
○
跨
懸
口
ρ
ω
（
頗
近
辺
）
を
前
線
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

ポ
ラ
ネ
ー
は
五
百
の
兵
を
率
い
、
ペ
ン
ユ
ル
勺
け
騨
民
団
巳
を
出
発
し
、
途
中
兵
を
加
え
て
ナ
チ
ュ
カ
ゑ
帥
σ
Q
o
財
餌
犀
財
僧
に
行
き
、
そ
の
地
方

を
警
戒
し
た
。
ま
た
第
七
代
ダ
ラ
イ
は
ガ
ン
デ
ン
チ
パ
⇔
σ
Q
豊
富
㊤
旨
犀
げ
駄
も
騨
の
ペ
ン
デ
ン
タ
ク
パ
∪
勺
金
冠
き
σ
q
潮
曇
も
ρ
を
脊
海
に
遣

し
、
宗
教
的
影
響
力
で
、
タ
イ
ジ
等
が
ロ
ブ
ザ
ン
に
味
方
す
る
の
を
防
い
だ
と
い
う
が
、
そ
の
具
体
的
な
事
実
は
明
か
で
な
い
。
と
に
か
く
チ

ベ
ッ
ト
側
は
乱
に
よ
る
内
部
的
な
影
響
を
殆
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
時
期
を
過
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
ラ
サ
政
府
お
よ
び
ポ
ラ
ネ
…
の

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
O

動
向
に
つ
し
て
は
ペ
テ
ッ
ク
氏
が
述
べ
て
し
る
か
ら
（
〇
一
門
●
℃
℃
・
Q
◎
熱
σ
1
◎
◎
斜
）
、

　
①
十
三
排
図
に
よ
れ
ば
、
青
海
の
東
北
に
伊
克
陰
爾
吉
必
拉
が
あ
ウ
、
こ
の
地
方

　
　
と
見
て
誤
な
い
。

　
②
十
三
排
図
に
よ
れ
ば
、
伊
克
恰
爾
吉
必
拉
の
北
に
恰
爾
吉
阿
林
が
あ
る
。

　
③
シ
ル
ガ
ロ
サ
は
シ
ル
が
河
ω
貯
饗
蓉
9
と
ロ
サ
善
い
裁
蕊
ρ
磯
。
9
の
流
域

　
　
の
辺
り
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
十
三
欝
図
に
よ
れ
ば
青
海
の
羅
北
に
西
爾
鳩
必
拉

　
　
と
羅
色
必
拉
な
る
小
河
川
が
あ
る
。
尤
も
同
文
志
巻
一
＝
、
八
丁
表
に
よ
れ
ば
シ

　
　
ル
ガ
ロ
サ
ノ
ー
ル
ω
騨
窓
貯
確
霧
麟
奉
峻
霞
（
錫
爾
恰
羅
色
涼
爾
）
な
る
湖
が
あ

　
　
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
両
国
の
側
に
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
本
文
の
シ
ル
ガ
ロ
サ

　
　
で
あ
ろ
う
。

　
④
十
三
排
熱
に
あ
る
、
シ
ル
が
河
、
ロ
サ
河
の
南
方
の
天
沁
察
輩
恰
達
で
あ
ろ
う
。

　
　
テ
ソ
チ
ン
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ガ
ン
ハ
ダ
O
裁
p
昌
ρ
践
鉾
は
「
白

詳
し
く
は
そ
れ
に
つ
㌃
て
見
ら
れ
た
し

　
峰
・
」
の
意
で
あ
る
。
暁
谷
渾
の
修
羅
城
以
来
、
こ
の
地
は
青
海
地
方
の
中
心
と
な

　
る
地
点
で
あ
っ
た
。

⑤
ダ
ブ
ス
ン
ノ
ー
ル
は
、
十
三
撲
図
で
は
、
青
海
の
西
辺
に
達
布
野
涼
爾
と
あ
る
。

　
彼
の
牧
地
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
別
稿
で
再
説
し
た
い
。

⑥
エ
ム
ネ
ブ
ル
ソ
ギ
ル
は
十
三
排
図
に
青
海
の
西
に
窃
隆
吉
爾
聖
画
と
あ
る
川
で

　
あ
る
。

⑦
之
、
イ
ダ
ム
南
路
に
沿
っ
た
地
点
と
思
わ
れ
る
が
、
位
置
不
明
で
あ
る
。

⑧
芳
略
の
原
文
に
は
蔵
巴
済
孔
布
と
あ
る
が
、
同
書
巻
一
四
、
二
年
閏
四
月
癸
未

　
の
条
に
は
蔵
巴
糺
ト
と
あ
り
、
対
応
す
る
実
録
巻
｝
七
、
九
丁
裏
の
文
に
は
蔵
巴

　
吉
査
と
あ
り
、
　
同
書
巻
一
九
、
　
八
丁
堀
に
は
蔵
巴
孔
布
と
あ
る
。
故
に
蔵
巴
孔

　
卜
（
布
）
を
正
し
い
も
の
と
見
な
す
。
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⑨
位
薩
不
明
で
あ
る
が
、
或
は
ウ
ラ
ン
プ
ラ
ク
q
ぽ
饗
昌
げ
紀
即
唄
で
あ
ろ
う
か
。

⑳
表
伝
は
蔵
巴
献
木
と
す
る
が
、
木
は
ト
の
誤
と
み
な
す
。

⑪
ロ
ブ
ザ
ソ
ダ
ン
ジ
ソ
は
乾
隆
二
〇
年
（
一
七
五
五
）
に
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
討
伐
の

　
行
わ
れ
た
と
き
、
窺
え
ら
れ
て
北
京
に
送
ら
れ
た
。
し
か
し
特
に
赦
さ
れ
て
京
師

　
に
住
せ
し
め
ら
れ
、
二
人
の
子
は
討
伐
の
噂
を
聞
く
と
直
に
清
笛
を
迎
え
た
功
に

　
よ
り
、
内
蒙
古
野
芝
旗
に
附
け
ら
れ
、
賞
給
さ
れ
た
（
高
這
実
録
巻
四
八
九
、
六

　
丁
裏
、
同
巻
四
九
一
、
四
丁
裏
、
一
一
丁
裏
。
要
略
巻
一
二
、
一
七
丁
裏
、
一
八

　
丁
表
）
。
ロ
ブ
ザ
ソ
の
こ
人
の
子
の
名
は
バ
ラ
ン
切
p
・
H
磐
σ
q
（
巴
朗
）
、
チ
ャ
ガ
ン

　
エ
ブ
ゲ
ン
O
ρ
く
き
Φ
σ
儲
α
Q
①
口
（
察
軍
額
布
根
）
で
あ
る
（
要
略
巻
一
二
、
　
一
八
丁

　
蓑
、
同
文
志
巻
一
七
、
一
丁
裏
）
。

　
乾
隆
二
十
七
年
に
青
海
の
ジ
ャ
サ
ク
等
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
に
旧
牧
地
を
賜
わ
ら
ん

こ
と
を
講
う
た
が
、
そ
の
願
は
許
さ
れ
、
シ
ラ
ゴ
ー
ル
ω
貯
胃
腸
o
o
同
（
西
鋼
郭
勒
）
、

シ
ル
ガ
ル
チ
ソ
河
ω
㌣
裁
鉱
。
ぎ
閤
。
一
（
西
爾
噛
爾
金
）
の
東
方
の
広
い
土
地
を

与
え
ら
れ
た
（
要
略
巻
コ
ニ
、
二
四
丁
表
）
。
シ
ラ
ゴ
ー
ル
は
敦
煙
の
側
を
通
る
河

で
、
別
名
党
河
と
呼
ば
れ
、
そ
の
上
流
が
シ
ル
ガ
ル
チ
ソ
河
に
な
っ
て
い
る
（
十

一二

o
図
）
。
　
ロ
ブ
ザ
ン
の
簡
潔
な
伝
記
は
、
　
ベ
テ
ッ
ク
氏
が
既
に
述
べ
て
い
る
が

（
累
。
さ
。
。
噛
や
b
。
。
。
◎
。
）
、
そ
の
長
子
を
バ
ヤ
ン
切
㊤
団
p
ロ
と
し
て
い
る
の
は
バ
ラ
ン
の

誤
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ロ
ブ
ザ
ン
が
最
初
内
蒙
に
住
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、

中
国
文
献
の
う
ち
に
は
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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五

　
さ
て
次
に
反
乱
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
前
に
述
べ
た
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
従
軍
入
漁
の
功
に
対
す
る
報
賞
が
薄
か
っ
た
こ
と

は
、
既
に
そ
の
原
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
中
国
側
の
記
録
で
は
次
の
よ
う
な
事
実
が
更
に
判
明
す
る
。

　
永
正
帝
は
元
年
の
七
月
に
事
情
調
査
の
た
め
、
侍
郎
の
鼠
落
を
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
も
と
に
派
遣
し
た
。
七
月
二
十
二
日
置
彼
は
シ
ャ
ラ

　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
①

ト
ゥ
ω
舘
暮
郎
（
沙
拉
図
）
に
行
き
、
ロ
ブ
ザ
ン
の
駐
牧
地
に
至
っ
た
。
そ
の
と
き
戸
ブ
ザ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
　
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
と
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
は
島
地
（
チ
ベ
ッ
ト
）
に
拠
ら
ん
と
欲
し
、
率
土
を
以
て
、
　
「
ロ
ブ
ザ
ン
が
ジ
ュ

　
　
ン
ガ
ル
に
使
者
を
送
り
、
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
と
と
も
に
背
叛
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
い
、
私
を
龍
害
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
故

　
　
に
諸
タ
イ
ジ
は
服
せ
ず
、
会
盟
し
て
兵
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
次
の
言
を
付
け
加
え
た
。

　
　
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
甚
だ
悪
党
で
、
数
日
の
う
ち
に
黄
河
を
渡
り
、
勝
敗
を
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
情
勢
か
く
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
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勢
と
し
て
和
好
に
向
う
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
常
寿
に
言
っ
た
。

　
　
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
兵
を
起
し
て
、
　
〔
左
翼
の
〕
　
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
を
〔
中
国
の
〕
内
地
に
逐
い
、
諸
タ
イ
ジ
を
脅
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
し
て
兵
を
バ
ル
ト
ロ
ガ
イ
b
d
錠
（
ω
）
酔
。
δ
図
鉱
（
巴
馬
力
羅
海
）
に
挙
げ
た
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
西
招
（
チ
ベ
ッ
ト
）
、
青
海
の

　
　
地
を
独
占
支
配
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
兵
数
は
一
万
二
三
千
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
党
は
大
む
ね
笠
石
さ
せ
ら
れ
た
者
で
あ
る
。
も
し

　
　
〔
彼
が
〕
黄
河
を
渡
っ
て
く
れ
ば
、
我
は
力
を
尽
し
て
こ
れ
を
拒
ぐ
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
た
青
海
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
部
の
人
の
言
は
、
前
に
も
触
れ
た
が
、

　
　
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
諸
部
を
脅
迫
し
、
自
ら
を
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
呼
ば
せ
、
そ
の
他
の
タ
イ
ジ
は
皆
も
と
の
号
に
返
ら
せ
、
王
、

　
　
貝
勒
、
貝
子
、
公
等
の
封
号
を
称
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

と
言
い
、
常
寿
は
以
上
を
総
括
し
て
、

　
　
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
先
ず
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
（
左
翼
）
を
滅
し
、
次
い
で
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
（
右
翼
）
を
逐
い
、

　
　
そ
の
後
言
タ
イ
ジ
を
集
め
、
彼
に
ハ
ン
号
を
賜
ら
ん
こ
と
を
朝
廷
に
奏
請
し
、
心
地
に
駐
畏
し
、
青
海
を
遙
制
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
断
じ
、
ロ
ブ
ザ
ン
の
反
乱
の
意
図
あ
る
こ
と
は
誤
な
い
も
の
と
し
て
い
る
（
方
略
巻
一
二
、
元
年
八
月
庚
午
の
条
、
実
録
巻
一
〇
、
二
四
丁
表
）
。

こ
の
証
言
の
う
ち
第
一
の
群
ブ
ザ
ン
の
言
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
ま
た
事
実
に
即
し
て
い
な
い
。
と
言
う
の
は
当
時
チ
ャ
ガ
ン
が
最
初
に
ロ

ブ
ザ
ン
を
討
と
う
と
し
た
形
跡
は
何
処
に
も
見
え
ず
、
謳
言
と
言
う
よ
り
他
は
な
い
。
第
二
の
チ
ャ
ガ
ン
の
言
は
最
も
真
実
に
近
い
。
ロ
ブ
ザ

ン
が
チ
ベ
ッ
ト
、
青
海
を
制
覇
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
常
寿
の
総
括
に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
が
、
　
「
ハ
ン
号
を
求
め
、
チ
ベ
ッ
ト
に
駐

冠
し
、
青
海
を
遙
制
せ
ん
と
す
る
」
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
ホ
シ
ョ
ト
部
長
と
な
り
、
王
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
君
臨
す
る
こ
と
で
、
死
ん
だ
ラ
ザ

ン
ハ
ン
に
代
っ
て
、
自
ら
が
チ
ベ
ッ
ト
、
青
海
の
支
配
者
と
な
る
こ
と
を
希
求
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
年
養
奏
も
雍
正
元
年
四
月
の
頃
に
、

「
冒
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
が
自
ら
を
端
ら
ず
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
王
た
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
奏
摺
上
巻
三
頁
）
。
既
に
ペ
テ
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ッ
ク
氏
は
（
0
8
．
や
Q
。
b
。
）
。

　
　
彼
は
ホ
シ
ョ
ト
を
統
一
す
る
こ
と
と
、
自
ら
が
代
表
と
な
っ
て
グ
シ
ハ
ン
の
帝
国
を
再
生
す
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
。

と
言
い
、
ま
た
（
螺
。
汁
Φ
ρ
や
b
。
。
。
⑩
）
、

　
　
反
乱
の
原
因
の
一
つ
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
が
何
ら
か
の
形
で
、
チ
ベ
ヅ
ト
政
府
の
首
長
の
地
位
に
置
か
れ
た
い
と
い
う
満
さ
れ
ぬ
野

　
　
望
の
故
に
で
あ
っ
た
。

と
言
う
。
中
国
側
の
史
料
も
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
ペ
テ
ッ
ク
磯
の
こ
の
結
論
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
側
の
史
料
に
は
、
更

に
こ
の
間
の
事
情
を
明
か
に
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
つ
い
で
に
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ス
ン
バ
ケ
ン
ボ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
青
海
史
四
四
三
頁
、
｝
開
冒
や
お
）
。

　
　
こ
の
愈
愈
（
一
七
一
七
一
一
七
ご
○
の
頃
）
に
お
け
る
、
青
海
の
人
々
に
つ
き
て
の
若
干
の
物
語
を
述
ぶ
れ
ば
次
の
ご
と
く
な
り
。

　
　
ポ
タ
ラ
に
お
け
る
大
饗
宴
の
と
き
に
、

　
　
中
国
の
大
官
は
中
央
の
列
に
て
鄭
重
に
扱
わ
れ
、

　
　
我
等
青
海
人
た
ち
の
み
は
、

　
　
後
の
列
に
て
、
食
物
の
配
り
は
勿
々
に
な
さ
れ
た
り
。

　
　
第
二
に
タ
グ
ツ
ェ
・
デ
パ
の
審
σ
q
詳
ω
①
ω
畠
Φ
唱
伊
の
生
命
を
乞
い
た
れ
ど
、

　
　
聴
か
れ
ず
し
て
願
は
空
し
く
消
さ
れ
た
り
。

　
　
第
三
に
我
等
は
リ
タ
ン
よ
り
、

　
　
今
に
至
る
ま
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
貌
下
を
、

　
　
獅
子
座
に
即
け
る
べ
く
力
を
尽
し
、
事
を
成
就
し
た
れ
ど
も
、

　
　
そ
の
事
の
必
要
な
る
と
き
に
は
我
等
を
大
な
り
と
な
し
、
他
の
と
き
（
の
ち
）
に
は
こ
れ
を
低
く
見
な
せ
り
。
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更
に
我
等
が
ひ
そ
か
な
る
見
解
に
よ
れ
ば
、

　
　
「
昔
よ
リ
グ
シ
ハ
ン
の
系
統
の
も
の
次
々
に
、

　
　
チ
ベ
ッ
ト
王
位
に
即
き
た
る
ご
と
く
、
今
も
ま
た
、

　
　
か
く
あ
る
べ
き
に
、
ツ
ァ
ン
の
相
た
る
カ
ン
チ
ン
ネ
ー
、

　
　
デ
シ
の
位
に
就
く
な
ど
の
多
く
の
こ
と
の
た
め
、

　
　
我
等
は
恥
辱
に
よ
り
て
汗
も
て
そ
の
顔
を
洗
い
、

　
　
心
臓
に
刺
の
突
き
さ
さ
り
た
る
が
ご
と
し
。

　
　
怨
を
押
え
て
、
雪
有
国
（
チ
ベ
ッ
ト
）
の
仏
の
御
許
に
、

　
　
中
国
に
対
し
反
乱
を
起
す
こ
と
を
一
致
し
て
誓
い
た
り
。
」
と
。

　
　
我
（
ス
ン
バ
）
は
青
海
に
帰
り
た
る
と
き
、
皆
に
こ
の
こ
と
の
述
べ
ら
れ
た
る
を
聞
け
り
。

　
　
さ
れ
ど
シ
ナ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
何
れ
と
戦
う
と
も
、

　
　
特
に
シ
ナ
の
帝
国
は
〔
青
海
人
〕
そ
こ
に
住
め
る
故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
シ
ナ
と
戦
う
は
、
　
「
魔
神
は
東
、
身
の
代
は
西
」
な
α
お
噴
霞
導
び
σ
Q
貯
α
の
諺
の
ご
と
し
。

こ
こ
に
は
青
海
タ
イ
ジ
等
の
不
満
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
が
少
し
く
吟
味
を
進
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
ポ
タ
ラ
の
饗
宴
で
彼
等
が
不
当

に
差
別
待
遇
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
が
、
第
七
代
ダ
ラ
イ
の
ラ
サ
入
り
は
喜
憂
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
で
行
わ
れ
、
青
海
タ
イ
ジ
等
は
そ
れ
に
追

従
し
た
形
で
あ
っ
た
か
ら
、
席
の
順
位
は
図
題
で
な
い
。
恐
ら
く
宴
会
の
と
き
の
取
扱
い
が
中
国
の
大
官
に
は
鄭
重
に
な
さ
れ
、
彼
等
に
は
糧

末
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
不
満
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
れ
な
が
ら
の
ラ
マ
教
徒
で
あ
り
、
ダ
ラ
イ
の
熱
心
な
檀
越
を
以
て
任

じ
て
い
る
彼
等
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
冷
い
待
遇
は
不
愉
快
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
夢
違
な
い
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
人
が
ラ
ザ
ン

ハ
ン
の
圧
政
に
よ
っ
て
ホ
シ
ョ
ト
族
に
好
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
、
そ
れ
を
作
戦
の
主
体
で
あ
る
清
軍
と
岡
麓
に
扱
う
こ
と
は
、
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要
求
す
る
方
が
無
理
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
タ
グ
ツ
ェ
パ
の
助
命
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
側
が
積
極
的
に
動
い
た
と
い
う
事
実
は
晦
か

で
な
い
が
、
一
七
二
〇
年
に
チ
ベ
ッ
ト
仮
政
府
が
作
ら
れ
た
と
き
、
ロ
ブ
ザ
ン
は
青
海
ホ
シ
ョ
ト
を
代
表
し
て
内
閣
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
お

り
、
或
は
彼
と
タ
グ
ツ
ェ
パ
の
間
に
隠
れ
た
何
等
か
の
取
引
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
タ
グ
ツ
ェ
パ
は
確
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
の
ラ
サ
侵
入

の
と
き
の
偲
撮
首
相
で
あ
り
、
清
軍
は
築
賃
量
を
極
刑
に
処
し
た
が
、
彼
は
清
輸
入
蔵
の
と
き
は
、
ラ
サ
郊
外
ま
で
こ
れ
を
出
迎
え
（
○
日
・
や

①
H
）
、
　
そ
の
助
命
に
は
ポ
ラ
ネ
ー
等
も
奔
走
し
て
い
る
。
そ
の
身
分
か
ら
し
て
も
二
軍
が
彼
に
対
し
て
取
っ
た
処
置
は
少
な
く
と
も
青
海
タ
イ

ジ
等
に
は
冷
酷
無
残
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
確
に
第
七
代
ダ
ラ
イ
を
早
く
か
ら
承
認
し
た
の
は
青
海
タ
イ
ジ
等
で
あ
り
、
彼
等
が
そ

の
保
護
に
も
非
常
な
尽
力
を
し
た
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
青
海
人
の
考
え
方
と
し
て
、
グ
シ
ハ
ン
の
系
統
の
も
の
が
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
後
を
継
ぐ
べ
き
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
、
チ
ベ

ッ
ト
貴
族
の
カ
ン
チ
ン
ネ
ー
が
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
彼
等
と
し
て
恥
辱
こ
の
上
も
な
い
こ
と
だ
と
い
う
が
、
こ
こ
に
当
時
の
青
海
ホ
シ
ョ
ト

等
の
深
刻
な
不
満
の
感
情
が
明
白
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
ホ
シ
ョ
ト
部
の
最
高
の
地
位
に
い
た
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
ラ
ザ
ン
の
系
統
が
壊

滅
し
た
と
き
、
清
朝
に
協
力
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
秩
序
恢
復
に
力
を
致
し
た
故
に
大
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
案

に
相
違
し
て
ホ
シ
ョ
ト
系
の
王
位
継
承
は
認
め
ら
れ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
の
カ
ン
チ
ン
ネ
ー
が
デ
シ
と
さ
れ
た
の
は
、
鳶
に
油
揚
を
さ
ら
わ
れ

た
と
墨
壷
不
本
意
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
年
歯
発
の
言
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
チ
ン
ネ
ー
や
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
の
有
力
者
ガ
ポ
ェ
パ

冥
㊤
や
け
。
α
づ
ρ
（
阿
望
事
巴
）
な
ど
は
も
と
よ
り
ロ
ブ
ザ
ン
が
チ
ベ
ッ
ト
王
に
な
る
こ
と
を
願
わ
な
か
っ
た
と
い
う
（
転
音
上
、
五
一
頁
）
。
ロ
ブ

ザ
ン
は
こ
れ
を
知
っ
て
か
、
知
ら
な
い
で
か
康
煕
帝
の
死
、
雍
正
帝
の
即
位
と
続
い
た
政
治
的
空
白
の
と
き
が
、
彼
を
遂
に
反
乱
へ
と
踏
切
ら

せ
た
の
で
あ
る
。
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①
　
シ
ャ
ラ
ト
ゥ
の
野
馬
は
明
か
で
な
い
が
、
十
三
排
図
に
お
い
て
、
青
海
の
南
方

　
に
沙
拉
図
布
喀
西
と
記
さ
れ
る
地
点
が
そ
れ
か
も
知
れ
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
語
で
シ

　
ャ
ラ
ト
ゥ
は
、
「
水
草
の
な
い
所
」
と
言
う
（
同
文
志
巻
一
四
、
【
入
心
裏
）
。
常

寿
は
シ
ャ
ラ
ト
ゥ
か
ら
ロ
ブ
ザ
ン
の
牧
地
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
牧
地
は
青
海
の

西
ダ
ブ
ス
ソ
ノ
ー
ル
の
近
辺
で
あ
る
か
ら
、
沙
拉
図
布
製
西
か
ら
は
西
北
に
当
る
。

つ
ま
り
鴬
寿
は
青
海
の
南
辺
を
通
り
、
そ
の
目
的
の
地
へ
到
達
し
た
の
で
あ
る
。



ブザンダンジソの反乱について（佐藤）

②
十
三
排
図
に
よ
れ
ば
、
青
海
の
東
、
チ
ャ
ガ
ン
ト
ロ
ガ
イ
の
北
に
巴
爾
涼
爾

　
切
胃
（
。
。
）
野
選
賃
が
あ
り
、
或
は
こ
の
附
近
に
バ
ル
ト
ロ
ガ
イ
は
あ
っ
た
の
か
も

　
知
れ
な
い
。

③
そ
の
後
、
常
任
は
工
作
の
失
敗
に
よ
っ
て
失
脚
し
た
。
事
情
は
次
の
ご
と
く
で

　
あ
る
。
彼
は
雍
正
元
年
十
一
月
九
日
に
西
熊
を
離
れ
て
千
総
の
馬
超
慰
を
連
れ
て

　
バ
ヤ
ン
ブ
ラ
ク
切
ρ
鴇
p
昌
げ
ロ
す
嘱
（
巴
顔
弓
拉
克
）
　
に
い
る
ロ
ブ
ザ
ソ
の
も
と
へ

　
再
び
至
っ
た
。
こ
の
と
き
彼
が
何
を
意
図
し
て
い
た
の
か
は
明
か
で
な
い
が
、
ロ

　
ブ
ザ
ソ
と
チ
ャ
ガ
ソ
ト
ロ
ガ
イ
に
お
い
て
会
議
を
す
る
こ
と
は
先
に
約
束
さ
れ
て

　
い
た
。
と
こ
ろ
が
常
寿
が
夕
暮
に
上
馬
（
十
三
排
図
に
あ
る
青
海
頬
辺
の
和
爾
必

　
拉
の
附
近
で
あ
ろ
う
）
に
至
っ
た
と
き
、
ロ
ブ
ザ
ソ
軍
二
三
千
が
忽
ち
常
寿
を
襲

　
撃
し
輻
重
を
掠
奪
し
た
。
年
葵
婁
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
十
月
十
七
日
の
こ

　
と
で
あ
っ
た
（
奏
摺
上
、
六
一
頁
）
。
そ
し
て
彼
は
ハ
ソ
ボ
廟
鑓
評
7
p
昌
℃
o
急
島
①

　
（
堪
布
廟
）
に
軟
禁
さ
れ
た
。
事
の
次
第
は
逃
げ
帰
っ
た
馬
超
璽
に
よ
っ
て
報
告

　
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
方
略
巻
＝
二
、
二
年
正
月
丁
目
の
条
、
実
録
巻
一
三
、
六
丁

　
裏
）
。
　
と
こ
ろ
が
間
も
な
く
十
二
月
十
三
日
に
な
っ
て
ロ
ブ
ザ
ン
は
常
寿
を
送
り

　
帰
し
て
来
、
奏
章
一
函
を
呈
上
し
た
。
雍
正
写
は
、
常
寿
が
ロ
ブ
ザ
ソ
の
叛
情
を

　
奏
聞
せ
ず
、
　
一
切
の
軍
務
は
皆
年
葵
発
に
押
付
け
、
勝
手
に
西
寧
を
出
て
軽
々
し

一』

／N

　
く
青
海
に
行
き
、
部
下
が
戦
死
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
釈
放
さ
れ
る
と
厚
顔
に

　
も
生
還
し
て
き
た
と
し
、
　
「
溺
職
已
に
甚
し
」
と
言
い
西
安
に
送
っ
て
監
禁
す
る

　
こ
と
と
し
た
（
前
掲
書
、
実
録
巻
一
五
、
二
丁
裏
）
。
而
し
て
帝
は
ロ
ブ
ザ
ソ
の
こ

　
の
こ
と
あ
る
の
を
予
想
し
て
い
た
と
言
い
、
要
す
る
に
ロ
ブ
ザ
ン
が
甘
言
を
以
て

　
親
善
を
願
い
、
我
が
兵
の
作
戦
を
白
面
せ
し
め
る
も
の
と
し
、
年
葵
舞
に
警
告
を

　
与
え
て
い
る
（
方
略
巻
ニ
ニ
、
二
年
正
月
戊
寅
の
条
、
実
録
巻
一
五
、
三
丁
表
）
。

　
常
寿
が
ロ
ブ
ザ
ソ
の
反
証
を
奏
聞
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
誤
で
あ
る
が
、

　
或
は
数
紋
舞
の
誕
言
が
こ
こ
に
は
表
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
三
寿
が
そ
の

　
後
如
何
に
処
麗
さ
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
政
治
的
に
失
脚
し
た
こ
と
は
疑
な

　
い
。

④
楊
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
諺
は
、

　
　
第
百
。
＄
H
。
。
α
Q
o
嘗
℃
げ
冤
。
σ
q
ω
誓
σ
q
屋
。
・
冨
一
ミ
σ
q
冨
畠
降
旨
ω
σ
q
8
α
q
仲
。
貸

　
　
げ
P
住
O
昌
器
O
げ
鎧
費
＼

　
　
魔
神
が
東
の
門
に
在
る
に
、
　
〔
そ
れ
を
逐
払
う
が
た
め
に
〕
身
の
代
金
を
西

　
　
　
の
門
に
置
く
は
意
義
少
し
。

　
の
略
で
、
焦
点
の
外
れ
た
行
為
の
無
意
味
さ
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
（
》
駁
。
や

　
㊤
G
。
篇
p
b
。
。
。
①
）
。

　
以
上
の
ご
と
く
こ
の
反
乱
は
時
間
的
に
は
極
め
て
短
時
日
の
間
に
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
域
的
な
範
囲
を
見
て
も
、
東
は
西
下
周
辺
で

あ
り
、
南
は
オ
ド
ン
タ
ラ
、
西
は
ツ
ァ
イ
ダ
ム
、
北
は
ブ
ル
ン
ギ
ル
（
安
西
）
で
、
戦
闘
区
域
は
青
海
省
の
策
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
結
果
は
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
従
来
の
在
り
方
に
非
常
な
変
動
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
年
養
尭
は
戦
闘
が
終
る
と
、
五
月
十
一
日
に
青
海
善
後
事
宜
十
三
条
と
禁
鼠
輩
海
十
二
事
を
上
奏
し
た
。
雍
正
意
は
五
月
の
う
ち
に
総
理
事

務
王
大
臣
等
に
こ
の
上
奏
文
を
検
討
さ
せ
、
そ
の
殆
ど
を
大
し
て
修
正
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
せ
た
（
奏
摺
下
八
六
三
頁
、
方
略
巻
一
四
、
二
年
五
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月
壬
戌
の
条
、
実
録
巻
二
〇
、
二
六
丁
襲
）
。
今
そ
の
う
ち
主
な
も
の
を
取
上
げ
、
そ
の
後
の
青
海
の
土
地
、
　
人
民
が
如
何
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
を

考
え
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
行
わ
れ
た
の
は
、
青
海
諸
タ
イ
ジ
に
対
す
る
賞
罰
で
あ
る
。
先
ず
貝
勒
セ
プ
テ
ン
ジ
ャ
ル
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
が
内
地
（
西
境
近
辺
）
を

犯
し
た
と
き
、
逸
早
く
そ
の
こ
と
を
清
朝
官
憲
に
告
げ
、
賊
が
西
川
、
南
川
に
侵
入
し
た
と
き
も
、
賊
に
加
わ
る
こ
と
な
く
所
部
を
率
い
て
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

降
し
た
。
故
に
彼
は
郡
王
に
瞥
封
さ
れ
た
（
前
掲
書
）
。
タ
イ
ジ
・
ガ
ル
ダ
ン
ダ
イ
チ
ン
○
鉱
山
窪
α
9
覧
。
営
σ
Q
（
草
露
欝
欝
青
）
も
ま
た
、
終
始

賊
に
味
方
せ
ず
、
且
つ
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
と
と
も
に
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
チ
を
破
り
、
賊
を
大
破
す
る
端
緒
を
開
い
た
。
故
に
固
由
貝
子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

封
ぜ
ら
れ
た
。
同
様
に
固
く
自
ら
守
っ
て
反
乱
に
与
し
な
か
っ
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
系
の
ア
ラ
ブ
ダ
ン
二
二
び
山
鎚
く
男
ρ
げ
訂
審
口
（
阿
劇
布
坦
）
は

輔
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
（
前
掲
書
）
。
ま
た
ト
ル
ゴ
…
ト
タ
イ
ジ
の
ノ
ヤ
ン
ゲ
ロ
ン
法
。
嘱
窪
σ
Q
①
δ
⇔
σ
Q
（
〈
U
σ
q
①
。
。
δ
静
）
は
捕
虜
と
な
っ
て
後
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

マ
と
な
り
、
岳
鍾
瑛
に
協
力
し
、
ポ
ン
ソ
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
は
先
に
は
賊
に
従
っ
た
が
、
の
ち
悔
い
て
降
服
を
願
出
た
の
で
、
投
降
し
た
公
ツ
ェ

リ
ン
ノ
ル
ブ
↓
ω
霞
営
σ
q
昌
。
皆
q
〈
日
ω
げ
①
臨
ひ
昌
。
目
げ
郎
（
策
公
領
爾
布
）
と
と
も
に
前
の
封
爵
を
そ
の
ま
ま
保
持
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
輔
国
公
μ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
、
タ
イ
ジ
・
ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ
は
降
服
し
て
き
た
が
、
前
に
貝
子
ア
ラ
ブ
ダ
ン
、
バ
ル
ジ
ュ
ル
ア
ラ
ブ
ダ
ン
と
と

も
に
内
地
を
境
乱
し
て
い
る
の
で
、
爵
を
奪
っ
て
民
と
な
し
、
摂
子
ラ
ジ
ャ
ブ
も
降
服
し
て
き
た
が
、
先
に
賊
を
屡
々
助
け
て
い
る
の
で
鎮
国

公
に
降
等
し
た
。
ツ
ェ
リ
ン
ド
ン
ド
ゥ
ブ
も
後
に
は
ロ
ブ
ザ
ン
の
党
を
捕
え
る
な
ど
の
功
は
あ
っ
た
が
最
初
は
そ
れ
に
与
し
て
い
た
た
め
、
同

様
な
意
味
で
固
山
貝
子
に
降
等
し
た
（
前
掲
書
）
。
青
海
タ
イ
ジ
等
の
賞
罰
な
ど
は
大
し
て
歴
史
的
に
意
味
を
持
た
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
こ
の
と
き
の
封
爵
の
昇
降
が
、
そ
の
後
の
彼
等
の
青
海
に
お
け
る
家
格
を
殆
ど
決
定
し
た
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

　
第
二
は
青
海
の
諸
部
落
の
牧
地
を
分
割
し
て
そ
の
領
域
を
明
か
に
し
、
旗
制
を
布
い
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
百
戸
を
一
佐
領
ω
g
濤
繍
と
し
、

百
戸
に
満
た
な
い
も
の
は
辛
勝
領
と
し
、
数
個
の
佐
領
を
以
て
旗
ρ
o
q
。
僻
書
を
編
成
し
、
そ
の
タ
イ
ジ
に
は
す
べ
て
ジ
ャ
サ
ク
冒
ω
我
（
札

薩
克
、
暮
六
）
を
授
け
た
。
ま
た
そ
の
兄
弟
の
う
ち
か
ら
協
理
世
吉
目
白
鉱
我
9
を
選
び
、
旗
ご
と
に
一
案
領
ρ
○
ω
訂
g
旨
自
α
碧
。
蟹
、
一
副

能
町
ρ
o
ω
訂
彊
⇒
謬
血
Φ
α
山
塞
護
斜
、
一
参
領
」
巴
ρ
昌
」
鎧
σ
q
σ
q
一
を
設
け
さ
せ
、
ま
た
佐
領
ご
と
に
一
佐
領
ω
¢
導
g
賞
す
溢
σ
q
σ
Q
一
、
　
一
審
騎
校 26　．（732）
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○
同
。
冨
謬
巨
σ
q
濃
鼠
、
四
四
催
国
麟
σ
q
①
窪
9
を
附
け
さ
せ
た
。
但
し
一
旗
で
十
佐
領
以
上
あ
る
も
の
は
、
副
協
領
一
、
佐
領
邑
、
或
は
参
領
一
を

増
設
さ
せ
た
。
ま
た
盟
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
会
盟
に
は
、
そ
の
「
老
成
恭
順
偏
な
る
者
を
選
ん
で
盟
長
と
し
、
勝
手
に
タ
イ
ジ
等
が
推
し
て

事
を
赴
く
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
か
ら
（
前
掲
書
）
、
　
こ
の
鞍
擦
は
会
盟
の
た
め
で
あ
っ
て
、
　
内
蒙
古
の
綱
度
に
お
け
る
盟
長

Ω
図
三
図
碧
蒙
α
霞
誤
ρ
と
は
意
味
が
異
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
青
海
に
お
け
る
盟
Ω
署
訂
ρ
づ
や
盟
公
署
は
何
れ
の
書
に
も
見
え

て
い
な
い
。
後
の
会
典
類
等
を
見
る
と
、
青
海
の
全
旗
は
青
海
思
事
大
臣
の
管
轄
下
に
あ
る
。
年
養
発
の
奏
言
に
は
一
等
侍
駅
戸
都
統
の
達
蕪

を
暫
く
留
め
て
弁
理
せ
ん
こ
と
を
請
う
て
い
る
か
ら
、
そ
の
当
時
は
達
難
が
一
時
こ
れ
ら
の
旗
を
監
督
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
ニ
ー
註
②
参

照
）
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
輪
班
朝
貢
の
こ
と
も
制
度
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
即
ち
青
海
の
王
、
貝
櫓
等
を
三
班
に
分
け
、
三
年
に
一
墨
入
貢
し
、
九

年
で
一
周
目
る
。
ま
た
内
地
と
の
交
易
は
、
四
時
西
寧
辺
外
の
ナ
ラ
サ
ラ
山
江
霞
ρ
（
⇔
）
。
。
母
ρ
（
謎
）
α
㊤
げ
畠
帥
（
那
腰
差
嘲
山
、
日
月
山
）
で
行

う
こ
と
と
し
た
（
前
掲
書
、
方
略
巻
一
五
、
雍
正
三
年
四
月
丙
申
の
条
、
実
録
巻
三
一
、
三
四
丁
表
）
。

　
な
お
青
海
に
は
ホ
シ
ョ
ト
以
外
の
オ
イ
ラ
ー
ト
系
、
ハ
ル
同
系
等
の
部
落
が
若
干
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
従
来
ホ
シ
ョ
ト
の
支
配
を
受
け
て

い
た
。
も
と
も
と
掠
奪
さ
れ
て
青
海
に
連
行
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
今
次
の
乱
に
敵
に
与
せ
ず
、
溝
軍
を
助
け
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
、

ホ
シ
ョ
ト
に
属
す
る
こ
と
を
願
わ
な
い
も
の
は
皆
独
立
さ
せ
、
旗
を
編
成
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
年
養
発
の
言
う
ご
と
く
、
こ
れ
は
「
青
海
の

勢
を
分
つ
」
も
の
で
（
前
掲
書
）
、
い
わ
ば
伝
統
的
な
分
割
統
治
で
あ
り
、
多
分
に
政
策
的
な
意
味
合
の
処
置
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
処
置
に
よ
っ
て
青
海
に
は
二
十
九
旗
が
確
立
し
た
が
、
そ
の
各
誌
の
牧
地
と
系
統
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
よ
う
。

　
第
三
は
青
海
算
筆
の
西
蕃
人
を
内
地
の
管
轄
下
に
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
鉱
毒
所
属
の
甘
州
、
涼
州
、
河
州
、
荘
浪
、
爾
寧
、
照
川
所

属
の
松
港
、
打
箭
櫨
、
里
塘
＝
筈
9
、
巴
塘
切
ρ
夢
践
、
雲
南
所
属
の
中
句
（
麗
江
近
傍
）
に
は
皆
西
蕃
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
従
来
或

は
ラ
マ
の
耕
種
者
と
な
り
、
或
は
青
海
オ
イ
ラ
ー
ト
の
属
人
と
な
っ
て
租
税
を
納
め
て
こ
れ
に
服
従
し
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
際
帰
順
し
て
き

た
西
蕃
人
を
、
衙
門
を
設
置
し
て
治
め
る
こ
と
と
し
、
蕃
人
の
頭
目
に
は
野
司
千
百
戸
、
四
二
巡
検
等
の
職
を
授
け
て
、
近
く
の
道
庁
、
閉
所
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の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
に
し
た
。
結
局
ラ
マ
或
は
青
海
タ
イ
ジ
に
服
属
し
て
い
た
土
着
の
西
蕃
人
を
従
来
の
彼
等
の
支
配
か
ら
引
離
し
、
清
朝

の
直
接
支
配
下
に
入
れ
た
の
で
あ
る
（
前
掲
書
）
。

　
同
時
に
陳
西
の
辺
境
は
特
に
防
備
を
強
固
に
し
た
。
辺
外
か
ら
黄
河
を
渡
っ
て
中
国
に
入
る
の
に
は
、
河
州
、
西
寧
、
蘭
曲
、
中
衛
、
寧
夏
、

楡
林
、
荘
浪
、
甘
州
等
の
地
点
が
あ
る
が
、
そ
の
周
辺
は
水
草
が
豊
か
で
、
遊
牧
に
適
し
て
い
る
。
今
ま
で
は
こ
れ
を
捨
て
て
守
ら
ず
、
モ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ゴ
ル
等
が
大
草
灘
ω
舛
ρ
制
動
ρ
に
拠
り
、
常
寧
湖
を
牧
廠
と
し
て
自
由
に
往
来
し
て
も
阻
面
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
西
寧
北
川
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

外
の
上
下
白
塔
の
所
、
バ
ル
ト
ロ
ガ
イ
か
ら
扁
都
口
一
帯
に
か
け
て
辺
嫡
を
築
き
、
城
墾
を
設
け
て
、
西
蕃
人
が
住
し
て
い
た
地
区
を
皆
内
地

に
編
入
し
た
。
従
来
西
春
の
南
北
の
地
帯
は
西
蕃
人
、
青
海
タ
イ
ジ
等
の
農
牧
地
が
多
く
、
清
朝
の
勢
力
は
必
ず
し
も
充
分
に
浸
透
し
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
こ
の
地
域
の
よ
り
積
極
的
な
直
接
支
配
の
意
志
を
清
朝
は
押
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
粛
州
の
西
の
ト
ー
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

河
6
騨
巳
巴
咽
o
o
｝
（
桃
甕
河
）
、
常
爲
爾
、
オ
ド
ン
タ
ラ
○
α
豪
富
貯
（
郵
貸
費
拉
）
の
方
面
は
肥
沃
の
地
で
あ
る
の
で
、
民
を
募
っ
て
耕
種

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
寧
夏
方
面
で
は
ア
ラ
シ
ャ
ン
と
9
鋒
ロ
（
二
言
善
）
　
が
険
要
の
地
で
あ
る
が
、
グ
シ
ハ
ン
の
系
統
の
も
の
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

額
…
翻
ア
ボ
ー
跨
び
○
○
（
阿
宝
）
等
は
も
と
は
寺
山
後
（
山
の
西
）
に
い
た
の
が
、
今
は
山
前
（
山
の
策
）
に
移
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
ポ
…
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

厳
戒
し
て
山
後
に
帰
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、
山
前
の
営
忘
水
、
長
流
並
等
の
所
は
皆
内
地
に
編
入
し
た
（
前
掲
書
）
。
即
ち
西
北
辺
境
の
防
衛
線

は
こ
の
乱
を
契
機
と
し
て
一
段
と
前
進
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
は
対
ラ
マ
政
策
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
乱
に
は
青
海
の
ラ
マ
の
参
加
す
る
も
の
が
雰
常
に
多
か
っ
た
。
ラ
マ
寺
院
に
は

荘
重
か
ら
五
六
百
ま
で
の
ラ
マ
が
お
り
、
蕃
民
は
ラ
マ
に
租
税
を
納
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ラ
マ
は
武
器
、
甲
胃
等
を
蓄
え
て
戦
に
そ
な
え

て
い
た
。
従
っ
て
寺
院
は
こ
れ
ら
反
乱
者
の
拠
点
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
に
規
程
を
定
め
、
廟
舎
は
二
百
閥
を
越
え
な
い
こ
と
と

し
、
ラ
マ
は
多
く
て
三
百
、
少
な
い
所
で
十
余
人
に
制
限
し
、
毎
年
二
回
調
査
す
る
。
首
領
ラ
マ
に
は
官
庁
に
誓
詞
を
出
さ
せ
、
蕃
民
の
生
産

物
は
す
べ
て
地
方
官
に
管
理
さ
せ
、
各
寺
院
の
所
要
を
計
っ
て
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
且
つ
ラ
マ
に
は
衣
料
、
銀
も
与
え
、
良
否
を
常
に
分
別

す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
こ
の
地
方
で
最
大
の
寺
院
た
る
ク
ン
ブ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
老
成
な
る
ラ
マ
三
百
人
を
選
ん
で
大
将
軍
の
印
画
を

28　（734）



Ptブザンダンジンの反乱について（佐藤）

給
し
、
厳
し
く
戒
律
を
守
ら
せ
、
こ
れ
を
定
例
と
し
た
（
前
掲
書
）
。
即
ち
ラ
マ
廟
の
大
さ
、
ラ
マ
の
員
数
を
制
限
し
、
首
長
を
定
め
、
農
民
へ

の
支
配
を
止
め
さ
せ
、
そ
の
生
活
は
政
府
で
保
証
す
る
態
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
前
述
の
ご
と
く
、
年
養
発
の
善
後
策
で
施
行
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
を
抜
出
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
概
括
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
青
海
タ
イ
ジ
等
は
こ
の
前
後
策
に
よ
っ
て
旗
制
に
縛
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
後
、
特
に
強
力
な
世
俗

的
指
導
者
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
ラ
マ
等
は
そ
の
生
活
の
殆
ど
を
地
方
官
庁
に
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
、
宗
教
的
な
封
建
支
配
の
経
済

基
礎
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
蕃
人
等
は
従
来
の
支
配
階
級
か
ら
切
離
さ
れ
、
租
税
は
清
朝
の
衙
門
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
支

配
老
等
と
共
同
行
動
す
る
絆
を
断
た
れ
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
彼
等
が
一
丸
と
な
っ
て
外
的
勢
力
に
当
る
基
礎
は
、
上
下
と
も
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
尤
も
王
侯
も
ラ
マ
も
従
来
の
社
会
的
な
高
い
地
位
か
ら
急
速
に
引
き
ず
り
降
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
否
寧
ろ
そ
の
特
権
的
な
地
位

は
依
然
と
し
て
彼
等
の
掌
中
に
存
し
た
の
で
あ
る
。
王
侯
等
は
、
そ
の
世
俗
的
な
尊
敬
は
変
る
こ
と
な
く
受
け
た
し
、
ラ
マ
等
は
宗
教
的
権
威

を
確
に
保
持
し
続
け
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
彼
等
が
自
ら
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
清
朝
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
清
朝
に
よ
っ
て
保
証

さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
自
ら
の
支
配
者
乃
至
は
指
導
者
を
生
み
出
し
、
ま
た
は
選
択
す
る
権
利
は
彼
等
に
認
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
年
養
発
の
善
後
策
は
、
面
面
の
青
海
問
題
の
処
置
策
と
し
て
終
始
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
青
海
問
題
は
一
方
で
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に

深
く
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
の
真
の
目
的
は
、
自
ら
が
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
後
を
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り

も
な
お
さ
ず
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ト
の
権
威
の
復
活
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
本
来
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
康
煕
五
十
六
年
に
ラ
ザ
ン
が

ラ
サ
で
殺
さ
れ
た
と
き
、
直
に
青
海
ホ
シ
ョ
ト
を
糾
合
し
て
ラ
サ
に
乗
り
込
み
、
侵
入
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
を
討
伐
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

敢
て
な
さ
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
の
実
力
の
限
度
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
清
朝
の
大
軍
が
ラ
サ
に
向
う
と
き
、
自
ら

イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
な
く
、
た
だ
そ
れ
に
従
軍
し
て
漸
く
ラ
サ
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
程
度
の
実
力
で
は
チ
ベ
ッ

ト
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ト
の
復
権
な
ど
呼
号
す
る
資
格
は
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
常
寿
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ジ
ェ
ン
ガ
ル
と
連
絡
を
と
っ
て
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い
た
が
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
人
は
殆
ど
青
海
人
を
信
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
九
頁
）
。
同
じ
オ
イ
ラ
ー
ト
の
遊
牧
民
の
間
で
も
青
海

ホ
シ
ョ
ト
は
既
に
そ
の
実
力
に
つ
い
て
の
儒
頼
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
同
瞬
に
、
清
朝
も
早
く
か
ら
ロ
ブ
ザ
ン
を
含
め
て
の
青
海
タ
イ
ジ
等
の
離
合
集
散
を
経
験
し
て
、
強
力
な
統
制
を
行
え
る
、
ホ
シ
ョ
ト

の
中
心
人
物
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
年
養
舞
は
、
ロ
ブ
ザ
ン
に
つ
い
て
、
　
「
そ
の
為
人
は
成
見
が
な
く
、
怨
を
同
類
に
結
び
、

衆
心
は
服
し
な
い
」
と
い
い
切
っ
て
い
る
（
奏
摺
上
、
二
三
頁
）
。
従
っ
て
ラ
ザ
ン
一
家
が
減
亡
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
に
代
る
指
導
的
人
物
は
ホ
シ

ョ
ト
に
は
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
否
寧
ろ
ラ
ザ
ン
の
例
に
見
る
ご
と
く
、
清
朝
か
ら
す
れ
ば
、
統
制
力
の
な
い
ホ
シ
ョ
ト
部
長
の
存
在

こ
そ
チ
ベ
ッ
ト
の
政
局
を
混
乱
さ
せ
る
原
因
に
見
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
同
じ
ホ
シ
ョ
ト
出
身
の
ロ
ブ
ザ
ン
が
、
清
朝
を
頭
に
戴
い
て
チ
ベ
ッ

ト
に
号
令
す
る
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
実
力
の
程
が
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
清
朝
の
力
が
チ
ベ

ッ
ト
に
及
ば
な
い
な
ら
ば
、
政
局
の
変
動
は
な
お
塞
外
異
民
族
の
手
に
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
康
平
五
十
九
年
の
ラ
サ
遠

征
は
、
清
朝
の
軍
籍
力
が
チ
ベ
ッ
ト
の
心
臓
に
容
易
に
と
ど
く
こ
と
を
証
明
し
た
。
顧
る
と
ゲ
ル
グ
パ
は
、
そ
れ
を
保
護
す
る
軍
事
力
を
常
に

外
部
の
異
民
族
に
求
め
て
き
た
。
ラ
ザ
ン
を
頂
点
と
す
る
ホ
シ
ョ
ト
勢
力
が
既
に
そ
の
力
を
全
く
失
っ
た
と
き
、
清
朝
は
実
力
を
以
て
そ
の
保

護
者
と
な
る
充
分
な
資
格
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
清
朝
の
軍
隊
に
追
従
し
て
き
た
膏
海
タ
イ
ジ
等
に
、
ゲ
ル
グ
パ
の
最
高
の
保
護
者
た
る
こ

と
を
主
張
す
る
資
格
等
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ブ
ザ
ン
の
反
乱
に
従
っ
た
青
海
タ
イ
ジ
の
数
は
少
な
く
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト

に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
支
配
の
夢
は
消
滅
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
に
よ
る
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
下
の
政
権
が
再
建
さ
れ
、
再
び
こ
の
政
権

が
ホ
シ
ョ
ト
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
シ
ハ
ン
の
打
立
て
た
華
か
な
ラ
マ
教
王
国
も
ラ
ザ
ン
ハ
ン
で
一
応
そ
の
幕

を
閉
じ
、
そ
の
後
継
者
は
永
久
に
ホ
シ
ョ
ト
か
ら
は
出
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
青
海
タ
イ
ジ
等
は
内
蒙
古
な
み
の
清
朝
の
封
建
体
制

に
組
入
れ
ら
れ
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
歴
史
に
残
る
活
動
は
、
こ
の
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
を
以
て
完
全
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

①
グ
シ
ハ
ン
の
簗
六
子
ダ
ラ
イ
バ
ー
ト
ル
・
ド
ル
ジ
の
子
薩
楚
墨
身
根
台
吉
の
第

　
三
子
鳴
爾
丹
岱
青
諾
爾
布
で
あ
ろ
う
。
ガ
ル
ダ
ン
ダ
イ
チ
ソ
は
称
号
で
、
ノ
ル
ブ

　
客
O
義
義
く
属
O
門
9
が
名
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
こ
の
ア
ラ
ブ
ダ
ン
は
バ
ー
ト
ル
ポ
ソ
タ
イ
ジ
の
子
ジ
望
リ
ク
ト
ホ
シ
ョ
チ
』
o
－
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ロブザソダンジソの反乱について（佐藤）

　
凱
軽
質
直
。
。
。
著
償
鼠
の
孫
で
、
青
海
の
非
ホ
シ
ョ
ト
族
と
し
て
は
最
も
早
く
か
ら

　
旗
制
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
康
熈
五
十
五
年
（
一
七
一
六
）
に
一
等
台
吉
を
授
け

　
ら
れ
、
旗
を
編
成
し
、
ジ
ャ
サ
ク
に
な
っ
て
い
た
（
蓑
伝
巻
八
六
、
四
丁
裏
）
。

③
ノ
ヤ
ン
ゲ
ロ
ン
は
、
青
海
ト
ル
ゴ
ー
ト
部
西
旗
の
祖
セ
テ
ル
ブ
ム
ω
。
3
皆
q
ヨ

　
〈
円
珍
。
夢
霞
ザ
び
質
諺
の
父
オ
ル
チ
9
9
（
那
爾
済
）
で
あ
る
（
奏
摺
下
、
八

　
六
三
頁
）
。
彼
の
後
は
ノ
ル
ブ
聚
。
皆
儲
く
累
。
同
げ
瓢
（
諾
爾
布
）
が
継
い
だ
が
、

　
雍
正
九
年
に
反
乱
を
起
し
、
そ
の
弟
の
セ
テ
ル
ブ
ム
が
更
に
後
を
継
い
で
西
旗
の

　
ジ
ャ
サ
ク
と
な
っ
た
（
表
伝
巻
八
九
、
五
丁
裏
）
。

④
ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ
の
系
統
は
ニ
ー
註
⑱
で
説
明
し
た
。
実
録
巻
二
〇
、
二
七
丁
裏
、

　
二
年
五
月
戊
辰
の
条
で
は
、
済
済
克
孔
布
と
あ
る
が
、
済
克
済
孔
布
が
正
し
い
名

　
で
あ
ろ
う
。

⑤
常
寧
湖
は
要
略
巻
＝
、
一
四
丁
表
に
は
昌
玉
髄
と
あ
る
が
、
同
番
巻
九
、
一

　
四
丁
裏
の
拉
都
號
の
ア
ラ
シ
ャ
ン
の
説
明
に
出
て
く
る
畠
購
湖
と
す
れ
ば
、
甘
州

　
の
東
北
に
あ
る
長
寧
湖
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
ア
ラ
シ
ャ
ン
エ
ル
ー
ト
の
遊
牧
地
の

　
　
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
は
そ
の
地
帯
か
ら
シ
ャ
ラ
タ
ラ
を
通
っ
て

　
西
寧
に
達
す
る
交
通
線
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
福
都
口
は
、
十
三
排
図
で
は
大
通
衛
の
西
方
に
あ
り
、
爆
睡
巻
一
、
西
寧
府
輿

　
地
図
の
大
通
籍
図
で
も
、
籍
の
西
方
に
存
在
す
る
。

⑦
直
写
河
（
実
録
巻
二
〇
、
三
二
丁
”
桃
贅
河
）
は
青
海
省
の
西
辺
托
来
山
ぎ
巳
鉱

　
㊤
づ
二
曽
に
源
を
発
し
、
甘
粛
の
西
を
通
る
河
で
、
中
國
で
は
臨
水
ま
た
は
北
大
河

　
と
称
す
る
。
十
三
排
図
で
は
桃
舞
岡
と
書
か
れ
て
い
る
。
常
璃
爾
（
実
録
同
上
“

　
常
馬
爾
）
は
、
十
三
排
図
で
ト
ー
ラ
イ
河
の
上
流
に
あ
る
長
馬
色
欽
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
こ
の
オ
ド
ン
タ
ラ
は
黄
河
源
の
オ
ド
ソ
タ
ラ
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
も
ト

　
ー
ラ
イ
河
の
上
流
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
含
煮
は
鑑
定
で
き
な
い
。

⑧
ア
ボ
ー
は
グ
シ
バ
ソ
の
孫
ホ
ロ
リ
ρ
雲
。
果
和
触
目
、
和
羅
理
）
の
子
で
、
康

　
煕
代
の
ガ
ル
ダ
ン
征
討
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
、
軍
を
率
い
て
力
を
敷
し
た
の
で
、

　
そ
の
功
に
よ
り
多
羅
郡
王
に
已
ん
だ
。
年
年
発
と
は
不
和
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ

　
と
は
既
に
ペ
テ
ッ
ク
氏
が
注
意
し
て
い
る
（
賭
9
0
ρ
や
挿
。
。
。
。
）
。
蓑
伝
巻
七
九
、

　
一
七
丁
蓑
、
巻
八
○
、
九
丁
表
に
も
そ
の
塞
外
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
が
記
さ

　
れ
て
い
る
。

⑨
こ
の
二
水
の
位
置
は
、
十
三
排
図
に
、
申
衛
県
の
北
長
城
を
隔
て
て
駅
名
を
記

　
し
、
営
盤
水
馴
、
長
流
水
馴
と
あ
る
所
で
あ
ろ
う
。

〔
略
語
褒
〕

実
録
目
大
清
世
宗
実
録

朔
二
目
親
征
平
定
朔
漠
方
略

方
略
翻
平
定
準
鳴
爾
方
略

要
略
腱
祁
韻
士
”
皇
朝
藩
部
要
略

衷
伝
翻
外
藩
蒙
古
下
部
王
公
表
伝

搬
志
腱
楊
応
堀
”
西
寧
府
新
志

遊
牧
記
ほ
張
穆
”
蒙
古
遊
牧
記

最
長
華
年
本
業
奏
摺
、
上
中
下
三
巻
、
台
北
、
一
九
七
一
年

同
文
志
翻
西
域
同
文
志
（
東
洋
文
庫
複
製
本
）

十
三
排
國
薩
清
十
三
排
図
、
九
排
西
湘
、
蘭
州
府
・
西
寺
一
図

青
海
史
一
1
2
日
審
巨
臼
き
℃
p
竃
庁
。
。
ぎ
し
。
ひ
。
鵠
α
Q
｝
・
二
〇
義
峯
ω
噛
。
巳
ε
山
げ
）
・

　
　
い
。
ぎ
G
・
財
Ω
窮
民
H
p
＜
9
こ
貯
ぢ
－
。
。
霞
ら
ρ
筆
．
類
，
詮
貯
覧
冨
冨
く
。
一
．
旨
、

　
　
客
9
く
〕
）
O
H
げ
一
糟
H
㊤
①
O
．

0
8
魏
野
　
℃
o
富
。
貫
　
Ω
げ
ぎ
9
窪
義
観
び
。
け
貯
夢
。
国
㊤
一
団
ド
Q
。
夢
　
O
豊
嘗
蔓
」

　
　
U
Φ
δ
o
戸
μ
り
q
ρ

翼
9
①
ω
目
野
℃
⑦
8
9
層
客
0
8
ω
9
μ
盛
げ
①
畠
二
野
凶
ω
8
藁
o
h
普
。
目
G
。
窪
O
Φ
馨
弩
ざ

　
　
目
．
o
∈
護
勺
孚
p
＜
〇
一
■
ヒ
H
押
ご
く
罫
蒔
ふ
嘲
ピ
①
賦
。
口
、
お
ま
■

O
円
1
1
づ
タ
「
｝
．
＝
㊦
噂
目
さ
0
8
α
q
話
覧
モ
。
団
影
写
㊦
叶
帥
8
0
a
一
一
磯
8
夢
。
、
U
墨
田
－

　
　
㏄
｝
ε
σ
q
－
お
巻
。
。
－
冴
7
巴
讐
月
9
ゴ
P
一
㊤
8
■

と
（
縫
踏
。
－
。
三
口
く
塁
σ
q
噛
≧
回
一
叢
・
・
9
閑
。
ぎ
8
び
単
品
呂
”
一
ま
O
．
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ω
↓
菊
H
N
・
》
｝
　
き
P
斜
ω
一
昌
O
－
↓
一
σ
O
峠
P
コ

　
　
沖
唱
『
ざ
幻
。
ヨ
Φ
噂
一
ミ
O
．

国
①
一
9
二
〇
昌
ω
一
昌
峠
げ
①
の
Φ
く
O
汚
点
㊦
O
鵠
陣
び
O
㊦
膨
－

〔
付
記
〕

乱
の
討
伐
に
お
け
る
年
葵
箋
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

最
近
、
右
の
略
語
表
に
出
る

「
年
馨
発
奏
摺
」
が
出
塁
さ
れ
、
　
一
層
明
か
と
な
っ
た
。
た
だ
こ
の
轡
を
私
が
入
手

し
た
と
き
に
は
本
稿
が
既
に
成
っ
て
い
た
た
め
、
漢
文
の
史
料
の
み
し
か
参
照
し
得

な
か
っ
た
。
該
書
の
半
ば
を
占
め
る
満
文
の
史
料
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
専
家
の
研
究

の
行
わ
れ
る
の
を
倹
っ
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。
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’On　the　Revolt　of　Blo　b2an　bstan　hdsin

　　　by

，H．　SatQ．

　　We　have　not．1　s6．．maBY　’studies　on　the　r’evolt　of，Blo　．　bzan．／bstan．　・hdsin

in　the　C醜％g－hai．．．region；青海．．　in∬23　under．．／，the　reigA　of　Yung　cheng．ti

雍正帝．The　gereral　history　of　the　Ch‘ing　dynasty清朝describes　it　only

as　a　minu“Le　revolt　in　tlie　frontier．

The伽・8　dy⑳γ・howeYg・・by　d・f⑳＄th蟹甲・・lt・P・・c1・呈m・d　th・

Qosirun　System　ma‘filJ　in　this　region　for　the　first　time　and　succeeded　in

taking　this　area　into　its　territory．

　　This　article，　after　investigating　the　cause，　the　process　and　the　effect　of

this　revel－i，　will　show　that　after　the　conquest　of　the　Ch‘ing－hai　region

by　Gugi　qa｝・z　・the．activity　of　the　Qosirasd　tribe　came　to　a　final　end．

Th・P・・cess：b坤r1：耳rゆlirhmeヰ．ρt．．串⑱le－Ar⑳Th脚d・

　　　　　　　　　　Around　the　・Time　of　Chakri　．Refot’rriation

　　　by

S．　Tariabe

　　The　advancernent，　of　．tbe．．Western　coloniql　ppy．ie：s．ip　the　late．，19th

century　had　cagp．g．．d．q　rpd．ical　chq，nge　in　Thai！an〈　．　society．under　the．p．　IC

regim．e　ef　Ra彦anako吻dγn章sty．　C門下Reformation　c3n　be　charact樗rl『ed

as　a　series　of　domestic　reforrp　which　was　launched　by　Chakri　royal

court　headed　．by　．Rqma　V　C．hulalongkon　in　response　to　the　irppact．　．oi　the

Western　colonial　powers　as　a　direct　motivation．　They　perceived　the

pressure　from　the　outside　upon　PTathetsarat　（tributary　chiefdom．　s）　in　the

frontier　as　a　danger　to　the　existence　of　state　and　were　forced to　reform

the　administrative　form　of　state－area　which　was　composed　of　Huamdeng

（provinces）　under　the　old　regime．　The　reforrn　of　provincial　adminis－

tration　iB　response　to　the　pressure　from　the　outside　was　launched　by

Kasuang　Mahatthai　（ministry　of　interior）　headed　by　prince　Damrong　and

1〈ept　bringing　the　centralized　adminstration　through　integrating　the

（862）




